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（ 時に午前 ９時３０分 開会 ） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 おはようございます。ただいまから建設文教委員会を開催いたします。 

 去る９日の本会議において、建設文教委員会に付託となりました議案について御審議いただく

わけでございますが、その前に市長から御挨拶を受けたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。 

 永田市長。 

市長（永田 純夫君） 

 改めまして、おはようございます。今日は、ちょっと暑さも一段落という感じがいたしており

ますけれども、あの台風１５号、千葉県のほうで大変な被害になっておりまして、台風であれだ

けの屋根が広範囲に吹き飛ぶというのは余り見たことがないんですけれども、それに追い打ちを

かけるように停電ということで、まだ今日のニュースでは、あと十日ぐらい完全復旧にはかかる

ということでございまして、本当に一日も早い復旧を願っているところでございます。 

 本日は、早朝より建設文教委員会へ御出席を賜りまして、まことにありがとうございます。 

 付託になりました案件につきまして、慎重に御審議を賜り、御賛同いただきますようにお願い

を申し上げまして、御挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ありがとうございました。 

 傍聴者はお見えですか。 

議事調査課課長補佐（川村 幸一君） 

 一般の傍聴の方はお見えになりません。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 当委員会に付託されました所管は、建設部と教育委員会の各所管です。 

 審議日程といたしまして、本日、建設部の審査をいただきまして、明日、教育委員会の審査を

していただきたいと思いますが、いかがでございましょうか。 

（ 「異議なし」の声あり ） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 異議なしと認め、そのように進めさせていただきます。 

 なお、発議第２号の意見書案についても、当委員会に付託されております。 
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 それでは、最初に、認定第１号 平成３０年度清須市一般会計決算認定について、所管ごとに

歳入歳出、続けて説明をお願いいたします。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 新清洲駅周辺まちづくり課長の前田でございます。よろしくお願いいたします。 

 平成３０年度清須市歳入歳出決算の建設部所管分の歳入について、御説明させていただきます。 

 決算書の１６ページ、１７ページをお開きください。 

 １２款使用料及び手数料、１項使用料、６目土木使用料、予算現額、計４千８８９万７千円、

収入済額４千９７０万８千８２５円。１節土木橋梁使用料、２節都市計画使用料でございます。 

 主なものといたしましては、水の交流ステーション使用料７３万９千４００円でございます。 

 １枚はねていただきまして、１８ページ、１９ページをお開きください。 

 ２項手数料、３目土木手数料、予算現額、計４０万１千円、収入済額１１１万８千２００円。

１節土木管理手数料、２節都市計画手数料でございます。 

 続きまして、１３款国庫支出金、１枚はねていただきまして、２０ページ、２１ページをお開

きください。 

 ２項国庫補助金、４目土木費国庫補助金、予算現額、計４億８千４７６万５千円、収入済額４

億４１５万２千円、収入未済額８千６１万２千円。１節道路橋梁費補助金、２節河川費補助金で

ございます。３節都市計画費補助金のうち、建設部所管分につきましては、社会資本整備総合交

付金の都市再生区画整理事業２千２００万円、市街地整備事業３億１千６４１万２千円、都市公

園等事業１千１００万円でございます。 

 １枚はねていただきまして、２２ページ、２３ページをお開きください。 

 １４款県支出金、１項県負担金、３目土木費県負担金、予算現額、計１５９万３千円、収入済

額１５９万３千円。１節土地区画整理費負担金でございます。 

 次に、同じく、２項県補助金、１枚はねたいただきまして、２４ページ、２５ページをお開き

ください。 

 ４目農林水産業費県補助金、予算現額、計３千７１２万９千円、収入済額３千４８８万７５０

円、１節農業費補助金のうち、建設部所管分につきましては、単独土地改良事業補助金７９９万

６千円、緊急農地防災事業補助金２千１３２万９千円、多面的機能支払事業補助金１９６万７千

７５０円、排水機維持管理事業補助金１５２万円でございます。 

 次に、同じく、６目土木費県補助金、予算現額、計３千５０１万８千円、収入済額２千９６１
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万３千２７５円、収入未済額５２５万円。１節土木管理費補助金、２節道路橋梁費補助金でござ

います。３節都市計画費補助金のうち、建設部所管分につきましては、あいち森と緑づくり都市

緑化推進事業交付金５９６万９千円。 

 １枚はねていただきまして、２６ページ、２７ページをお開きください。 

 市町村土木事業費補助金５７５万４千円でございます。 

 次に、同じく、３項県委託金、４目土木費委託金、予算現額、計５２万円、収入済額６８万８

千５６７円。１節都市計画費委託金でございます。 

 １枚はねていただきまして、２８、２９ページをお開きください。 

 １６款寄附金、１項寄附金、５目土木費寄附金、予算現額、計１０万円、収入済額１０万円。

１節都市計画費寄附金でございます。 

 続きまして、１７款繰入金、１項特別会計繰入金、１枚はねていただきまして、３０、３１ペ

ージをお開きください。 

 ３目下水道事業特別会計繰入金、予算現額、計９千２０６万１千円、収入済額９千２０６万１

千円。１節下水道事業特別会計繰入金でございます。 

 続きまして、１９款諸収入、４項受託事業収入、２目土木費受託事業収入、予算現額、計６９

６万７千円、収入済額６０４万８千円。１節都市計画受託事業収入でございます。 

 １枚はねていただきまして、３２ページ、３３ページをお開きください。 

 ５項雑入、２目雑入、予算現額、計６億１千６７３万９千円、収入済額５億９千１８６万１千

４２５円。不納欠損額２万２千５００円、収入未済額１千３３６万１千９２２円でございます。 

 １枚はねていただきまして、３４、３５ページをお開きください。 

 ６節農林水産業費雑入のうち、建設部所管分につきましては、土地改良施設維持管理適正化事

業交付金４５０万円、古川排水路移設事業補償金９千９４５万９千９６０円でございます。 

 次に、同じく、８節土木費雑入でございます。 

 主なものといたしましては、愛知県施行水場川改修事業関連用地補償金１千４８７万６千２９

２円でございます。 

 次に、同じく、９節消防費雑入でございます。建設部所管分といたしましては、庄内川水防セ

ンター光熱水費負担金５３万５千３１円でございます。 

 続きまして、２０款市債、１項市債、１目土木債、予算現額、計３億８千９００万円、収入済

額３億４千６５０万円、収入未済額４千２５０万円。 
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 １枚はねていただきまして、３６ページ、３７ページをお開きください。 

 １節土木橋梁債、２節都市計画債でございます。 

 主なものといたしましては、新清洲北土地区画整理事業債２億３千１５０万円でございます。 

 以上が、建設部所管分の歳入でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課の飯田です。よろしくお願いします。 

 続きまして、建設部所管の歳出について説明申し上げます。 

 決算書６４ページ、６５ページをお開きください。 

 ４款衛生費、１項保健衛生費。１枚はねていただきまして、６６ページ、６７ページをお開き

ください。 

 ３目環境衛生費、予算現額３億４千５８２万４千円、支出済額３億３千９９３万１千０７６円、

不用額５８９万２千９２４円、９節旅費から１９節負担金、補助及び交付金でございます。 

 建設部所管につきましては、市道西牧新田１１２号線等整備費９千６８９万９千７６０円、市

道朝日貝塚東線等整備費１千９５９万６千６００円、児童遊園等整備費４７万５千２００円でご

ざいます。 

 １枚はねていただきまして、６８ページ、６９ページをお開きください。 

 ３項上水道費、１目上水道費、予算現額４９８万５千円、支出済額４９８万５千円、１９節負

担金、補助及び交付金で、名古屋市上下水道局水源施設負担金でございます。 

 続きまして、６款農林水産業費、１項農業費。１枚はねていただきまして、７０ページ、７１

ページをお開きください。 

 ４目農地費、予算現額２億３千９０９万８千円、支出済額２億１１５万７千５４０円、不用額

３千７９４万４６０円、８節報償費から、１枚はねていただきまして、７２ページ、７３ページ

をお開きください。 

 １９節負担金、補助及び交付金まででございます。 

 主なものといたしましては、古川排水路移設費８千９３７万５千４００円でございます。 

 続きまして、７４ページ、７５ページをお開きください。 

 ８款土木費、１項土木管理費、１目土木総務費、予算現額１億１千８９２万５千円、支出済額
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１億９６８万６千６３１円、繰越明許費７７３万２千円、不用額１５０万６千３６９円、２節給

料から１９節負担金、補助及び交付金まででございます。 

 主なものといたしましては、地籍調査費１千３８９万３千８７４円でございます。 

 続きまして、２項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費、予算現額１千６２万７千円、支出済額１

千４１万８千７００円、不用額２０万８千３００円。 

 １枚はねていただきまして、７６ページ、７７ページをお開きください。 

 １２節役務費から１９節負担金、補助及び交付金までで、道路橋梁事務費でございます。 

 ２目道路維持費、予算現額２億９千２１６万円、支出済額２億８千９６４万７千７１０円、不

用額２５１万２千２９０円、１１節需用費から１８節備品購入費まででございます。 

 主なものといたしましては、道路維持補修費１億６千５８万３千８１１円でございます。 

 ３目道路新設改良費、予算現額９千３４８万３千円、支出済額９千３４６万７千９３２円、不

用額１万５千６８円、１１節需用費から２２節保償、補填及び賠償金まででございます。 

 主なものといたしましては、市道西田中蓮池線等整備費４千９９８万５千６４０円でございま

す。 

 ４目橋梁維持費、予算現額４千５４万１千円、支出済額４千５０万３千７８０円、不用額３万

７千２２０円、１３節委託料から１５節工事請負費でございます。 

 主なものといたしましては、橋梁維持補修費４千２４万５千１２０円でございます。 

 ５目橋梁新設改良費、予算現額１億９千７４７万５千円、支出済額１億５千２２３万２２円、

繰越明許費４千５２４万４千８００円、不用額１７８円、１３節委託料でございます。 

 主なものといたしましては、船杁橋整備費７千４７５万５千２００円でございます。 

 ３項河川費、１目河川総務費、予算現額３千４３６万３千円、支出済額３千４０５万３千２６

０円、不用額３０万９千７４０円、１１節需用費から、１枚はねていただきまして、７８ページ、

７９ページをお開きください。 

 １９節負担金、補助及び交付金まででございます。 

 主なものといたしましては、雨水貯留施設整備費２千１３８万４千円でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 都市計画課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長の長谷川でございます。よろしくお願いいたします。 
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 引き続きまして、同じページです。 

 ４項都市計画費、１目都市計画総務費、予算現額１億８千９７１万１千円、支出済額１億８千

７３９万４千５５８円、不用額２３１万６千４４２円、１節報酬から１９節負担金、補助及び交

付金まででございます。 

 建設部所管につきましては、都市計画費１千５６２万６千６４２円、都市計画基本計画費６４

７万３千９円、小規模雨水貯留施設費１２万８千８００円、都市緑化推進費５９６万９千円及び

民間ブロック塀等撤去費９７万７千円でございます。 

 ２目土地区画整理費、予算現額１０億９千８７９万６千円、支出済額９億１千７５８万８千７

６６円、繰越明許費１億８千９０万９千円、不用額２９万８千２３４円、１節報酬から２２節保

償、補填及び賠償金までで、主なものといたしましては、清洲駅前土地区画整理費のうち、土地

区画整理事業補助金で６千７００万円と新清洲駅北土地区画整理費のうち、土地区画整理事業費

で８億１千７０９万２千７３８円でございます。 

 ３目街路事業費、予算現額３千１８５万６千円、支出済額３千７万６千２９０円、不用額１７

７万９千７１０円、１枚はねていただきまして、８０ページ、８１ページをお開きください。 

 １１節需用費から１７節公有財産購入費まででございます。 

 主なものといたしましては、街路管理費２千１０９万２千８７６円でございます。 

 ４目鉄道高架費、予算現額９千２９２万８千円、支出済額７千９７８万８千８２４円、繰越明

許費１千６８万３千３６０円、不用額２４５万５千８１６円、１節需用費から１７節公有財産購

入費まででございます。 

 主なものといたしましては、街路整備費４千９９４万４千１２４円でございます。 

 ５目公共下水道費、予算現額９億４千５１５万９千円、支出済額９億４千４７８万２千７３９

円、不用額３７万６千２６１円、１１節需用費から２８節繰出金まででございます。 

 主なものといたしましては、汚水整備費繰出金３億６千９７３万５千円及び雨水整備費繰出金

３億４千７６８万１千円でございます。 

 ６目都市下水路費、予算現額１億２千９３６万９千円、支出済額１億２千８７６万８千８０円、

不用額６０万９２０円、１１節需用費から１７節公有財産購入費まででございます。 

 主なものといたしましては、都市下水路等整備費６千６０１万７千１６０円でございます。 

 ７目公園費、予算現額１億６千５９０万４千円、支出済額１億６千３２０万６千２６３円、不

用額２６９万７千７３７円、１１節需用費から１５節工事請負費まででございます。 
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 主なものといたしましては、都市公園管理費９千３５８万３千７６６円でございます。 

 ９款消防費、１項消防費、１枚はねていただきまして、８２ページ、８３ページをお開きくだ

さい。 

 ４目防災対策費、予算現額９千４７７万８千１２０円、支出済額７千９６９万４千８０５円、

繰越明許費１千１００万円、不用額４０８万３千３１５円、１節報酬から、１枚はねていただき

まして、８４ページ、８５ページをお開きください。 

 １９節負担金、補助及び交付金まででございます。 

 建設部所管といたしましては、庄内川水防センター費４９７万７千８４４円でございます。 

 以上、建設部所管の歳出でございます。 

 御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ただいまから審議に入るわけでございますが、質疑者あるいは答弁者は必ず挙手をしていただ

き、指名の後、名前を名乗ってから、質疑あるいは答弁に入っていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

 なお、質疑については、ページごとに行います。 

 それでは、歳入の１６ページ、１７ページ、質疑のある方の挙手をお願いいたします。 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 岸本でございます。 

 １点だけお尋ねいたします。 

 備考欄の下から、土木使用料のところでございますが、道路占用料というのが、毎年４千８０

０万円ございます。これ毎年、入で上がっているように思うんですが、幾つかあるのか１か所だ

けなのか、ちょっとその辺のところをお聞かせください。内容をお聞かせください。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田です。よろしくお願いします。 

 道路占用料４千８８１万９千６８円の大まかな内訳でございますが、電柱、そしてＮＴＴ、そ

して東邦ガス及び法人等の占用料の料金でございます。 
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 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 わかりました。 

 主に大きいのはどこなんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 そうですね、中電さんが一番多いですかね。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 ほぼ金額は、毎年約５千万円弱みたいに、ちょっと調査したらあったんですが、この金額でも

うほぼ決まっているということですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 例えば現場のほうに電柱がふえたりすれば、その本数分だけの占用料をいただくということに

なっておりまして、ほぼ電柱の本数は毎年変わらない状況ですので、あとは占用料等の見直しが

あれば、その年には、その見直しに合わせた率が上がるというような状況でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 よろしいですか。 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 同じ土木使用料のところで、都市公園使用料なんですけど、これ１４万７千９４９円というこ

となんですけど、これの内訳というんですかね、件数だとか、どこの公園なのかとか、その辺の
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ことをちょっと教えていただけますか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 都市計画課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川でございます。 

 都市公園の占用料、使用料につきましては、先ほどの土木課のように、電柱ですとか電話ボッ

クス、そういったものの占用料と、あとは公園の使用ということで、例えば民間のサッカー教室、

そういったものの使用で料金のほうが発生しております。トータルの件数としましては１９件ご

ざいます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 どこの公園を主に借りてらっしゃるのか、教えていただけますか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 例えば、電柱とかですと１０か所の公園、例えば新川地区の上田公園、大通公園、西枇地区の

芳野公園などに占用をされております。また、電話柱、ＮＴＴ柱につきましては、西枇杷島地区

の宮前公園、芳野公園、新川地区の八幡公園、横町公園など、８公園のほうで占用されておりま

す。 

 サッカー教室などの使用につきましては２件、清洲地区の土田公園と春日地区の新橋西公園の

ほうの使用がございました。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 電柱とか電話はもう置いといて、そのサッカー教室とか何かイベントでも貸しているというこ

とですよね。こういったことを、公園を使って市民活動をやるということは、いいことだと思う

んですけど、こういったことは奨励されているんですかね。 



－10－ 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川でございます。 

 公園の使用については、どなたでも使えるというのが原則でありまして、都市公園条例の中で、

その公園を占用して、独占して使う場合に、公園の使用届というのを出していただいております。

その使われる対象者の方が、例えば公的な団体、町内会であったりとか老人会であったりとか、

あと市の登録団体、そういった方が利用する場合は、減免規定というのがございます。それでは

なく、一般の方が料金を取って使用する場合ですとか、そういった場合に、この使用料というの

が発生するような条例になっております。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 それで、公園というのはどんな方でも自由に使うとこなんですけど、占用することによって、

ほかの方が使えなくなると思うんですけど、そういったあんばいの中で、公園を教室等に貸すと

いうことは、市としては、これから奨励されていくんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川です。 

 特に奨励をしていることはございません。ただ、やっぱりそういう場所がそこしかない場合、

対象者も近所の方というのが多い場合がございますので、利用に支障がない限りは、許可のほう

はしていきたいとは思っております。ただ、奨励をしているということは、今のところはやって

おりません。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 一般的にですね、公園は貸し出しできますよというような、アナウンスというのは何かどこか
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でされているんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 長谷川でございます。 

 特に、公園自体が誰でも使えるということは、市民の方は認識されていると思いますので、特

に使ってくださいよというＰＲをしていることはございません。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 よろしいですか。 

 次にいってよろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 それでは、１８、１９ページ。 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 ３目の土木手数料のところでございます。 

 備考欄で、屋外広告物許可手数料、ここよろしかったですか。１１１万７千４００円になって

おりますが、前年度はね、３４万２千７００円で、当初は４０万円なんですが、３０年度、随分

多いなと思うんですが、補正にもあがってないし、この理由をお聞かせください。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川でございます。 

 屋外広告物許可手数料につきましては、道路に面しているところなどについている企業の看板

とか、そういったものが該当します。今回ちょっと大口というか、申請もしくは更新というのが

たくさんございまして、全部で約４０件ほどの申請のほうがございました。例えば大きな看板を

立てる場合、面積によってこの金額が決まりますので、例えば三菱重工さんとかキリンビールさ

ん、そういったところが今回、申請のほう更新をされましたので、それで、２つで約３０万円ほ
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どの手数料というのをいただいております。そのほかにも、たまたまなのかもしれないですけど、

更新の時期ですとか申請が多かったということで、今回はその１００万円を超えたという状況で

ございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 大変喜ばしいことだと思うんですが、具体的に、ちょっとわからないんですが、公共物の上に

乗っかるとか、それとも敷地内に看板を立てるとかという、具体的にどのようなことなんですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 いろいろ全て屋外広告は、企業に看板、会社の建物に看板をつけても、道路に、電柱に例えば

張り出し看板のようなものについても、広告であれば全て該当するんですが、ただ路線によって、

それが申請をしなくてもいいところ、許可が不要な場所とか、そういったものが愛知県の基準で

決まっておりまして、主に大きな道路にあるような看板、企業の広告、工場の何とか株式会社と

かあるようなものも、全て該当する路線に面しているところであれば対象になるということでご

ざいます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 何となくわかったようなわかんないような、要は、市の公共用地に建物があったりとか、その

上に乗っかったりとか市の土地の中とか、それもあれば道路とかそういうことですかね、市道と

か。ちょっとわかんないんです。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 民間の土地の中でも、道路に面してみえれば、屋外広告というのが発生する場合もございます。

公共施設だけではなく個人の土地の看板でも、許可が必要なところはございますので、そういっ

たところは、この手続によって使用料というのはいただいております。 
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建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 わかりました。 

 それで、例えばこういうところ、広告物どうぞというか、ＰＲというのか何かしてみえるんで

すか。こういうことは。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 屋外広告については、特にＰＲというのはしておりません。ただ、愛知県のほうで屋外広告の

広告業、そういう広告を立てる業者さんの登録が必要になりますので、登録業者さんは愛知県の

基準にのっとって看板を設置しますので、許可が必要な場合は申請を出してくると、関係市町村

ですね、そういったことになります。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 １８、１９はよろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 それでは、２０、２１ページにいきます。 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 岸本でございます。 

 ４目の土木費国庫補助金のところでございますが、細かい話ではないんですが、備考欄見ます

と、社会資本整備総合交付金ということで、それぞれ都市再生、それから市街地、都市公園と、

毎年、今、国のほうのね、こうした交付金があるんですが、こうした交付金はそれぞれ内容によ

って率も違うのかなと思うんですが、今ここに出ている３つ、みんな交付率というか同じなのか、

ちょっとパーセントがわかれば教えてください。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 
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 土木課長の飯田でございます。 

 まず、交付金の一番上の段にあります、道路事業につきましては、５５％または５０％でござ

います。 

 続きまして、河川事業につきましては３分の１の補助でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 その下のはいかがでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画事業費補助金のほうの都市再生区画整理事業費、事業のほうですね、こちらの２千２

００万円は、補助率が２分の１でございます。また、一番下の都市公園等事業につきましても、

２分の１ということになっております。 

 都市再生区画整理事業のほうは３分の１でございました。失礼いたしました。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 前田課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 新清洲駅周辺まちづくり課の前田です。 

 社会資本整備総合交付金、市街地整備事業につきましては、補助率のほうが５０％と５５％、

両方ございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 ありがとうございました。 

 それぞれ毎年、それぞれの事業にこうして交付金を使っているわけですが、なぜお聞きしたか

と申しますと、決算こうしたときに、返還になったりとか減額されたりとかいろいろあるんです
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ね。それが事業によって、事業総体が規模が少なくなって減額するのと、それとも事業を最初予

定を立てて、事業はほぼ満額やりましたよと、だけど予定していた総合、こうした交付金がつか

なったよとか、こういう場合もあるのかなと思うんですが、そのあたりはどのような、こうした

交付金の仕組みなんですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 まず、道路事業でいいますと橋梁関係ですので、交付額が希望額に達しなくても、事業の区切

りということで、ほぼ予定どおりの事業量を行っておるのが現状でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 あと、ほかのほうはいかがですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課のほうにつきましては、都市区画整理事業費につきましては、ちょっと事業計画で

何年間かかかるという計画で、一応５年で事業を完了するということになっておりますので、そ

の５年間の中で、一応ある程度、満額もらえる予定なんですが、その交付額に基づいて事業のほ

うは調整をしながら、毎年毎年の補助額は若干違いますので、調整をしながら行っております。 

 都市公園のほうにつきましては、若干こちらの要望額よりも、国庫のほうが内示が低い場合が

多くあります。その場合は事業を調整して、事業内容を少し減らしながら実施しているところで

ございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 前田課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 
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 市街地整備事業につきましては、主に新清洲駅前の区画整理の補助を投入しとるということで、

一応、交付金につきましては、満額こちらもつかないことが多いんですけど、交付額の枠内で事

業推進を図って、やれる範囲で実施しとるということでございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 それぞれ御説明、ありがとうございます。 

 それで、ちょっと心配いたしますのは、交付額が大きいものですからね、２分の１とか３分の

１もそうですが、５０％から５５％とか、そうしたときに、今、公園あたりはちょっと小さ目に

して出すよということもおっしゃったんですが、事業を計画してました。だけども最後の決定で

減らされましたというか、そういうのは多々あることなんですか。ただ、それは余りないよと、

ちょっとそのあたりの見解だけ教えてください。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川でございます。 

 いろんな事業で交付金のつき方が違うというのがございまして、都市公園につきましては、や

はり、ほかの市町も多く要望される場合が多いということで、やはり決まった額を国のほうから

県にきて、県のほうから各市町村に配分するという形になりますので、要望が多ければ多いほど、

内示額というか少なくなるような傾向もございます。したがいまして、公園の補助につきまして

は、要望額の半分程度ぐらいしかつかないことが多いです。なので、その額によってちょっと事

業内容を見直すとか、そういったことをやっております。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 あとは、いかがですかね。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 前田課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 
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 新清洲駅周辺まちづくり課の前田です。 

 区画整理の市街地整備事業につきましては、去年、３０年度の補助につきまして交付金、大体

９８％ぐらい、おおむねほぼついたんですけど、年によってやっぱり５０％だったり、つきが悪

いときもございますので、事業自体は翌年に持ち越して、その分をまた国庫に反映させて要望は

していきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 あと、飯田課長のコメントも。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 道路事業、河川事業につきましても、要望額ついたということはなくて、どうしても要望額よ

り下回っているのが現状でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 さまざまありがとうございました。 

 国のほうではね、いろいろ交付金つけたって情報を聞くものですから、ただ、現場にあっては、

今おっしゃったように、半分しかつかないよと、そうなると一般財源を投入しなければならない。

事業をとめるわけにもいけないしと、そういうことがあるのかなと思ってお聞きしました。あり

がとうございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 次のページにいきますが、２２ページ、２３ページ。 

 よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 
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 次、２４ページ、２５ページ。 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 １点だけお尋ねいたします。 

 ６の土木費県補助金のところでございます。 

 備考欄に、国土調査事業等補助金で５千１００万円ほどございます。ここのところで収入未済

額が５２５万円ございます。ここのところ説明をお願いします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 収入未済額につきましては、ことしの３月の国の大型補正に伴い要望したところ、補助金が交

付されまして、日数的にも完了が困難なため、繰り越しという作業をとらさせていただきました。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 わかりました。 

 次、補正で上げたけど、また、不用で残ったものですから、ちょっとそのあたりのことと思い

ました。 

 わかりました。ありがとうございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 次、２６ページ、２７ページ。 

 よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ２８ページ、２９ページ。 

 よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 
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建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 それでは、３０ページ、３１ページ。 

 よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ３２、３３ページ。 

 よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ３４ページ、３５ページ。 

 よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 それでは、これで歳入を終わって歳出に入ります。 

 ６４ページ、６５ページ。 

 よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ６６ページ、６７ページ。 

 よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 それでは、６８、６９ページ。 

 よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ７０ページ、７１ページ。 

（「なし」の声あり） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 
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 またいでいきますので、７２、７３。 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 大塚です。よろしくお願いします。 

 古川排水路移設費についてお伺いします。 

 これ移設、終わっているとは思うんですけれども、きちっと機能している。トラブルだとか問

題点とか、何かあるかないか教えてください。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 現在のところ、そういった情報はいただいていませんので、現場のほうは、用水供給について

は問題ないと思っております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 結構です。ありがとうございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 あと、よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 それでは、７４、７５。 

 よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 それでは、７６、７７。 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 
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 高橋です。 

 道路の管理というところで、ちょっと関連して質問させていただきますけど、今朝ですね、美

濃路を通ってこちらの役所のほうに向かうときに、例の６月の２５日でしたっけ、火災があった

ところ、あそこに土木の今ね、カラーコーンが置いてあってやったんですけど、大変、今、危険

な状態でずっとほかってあるんだけれども、今日、朝、通っていくときに何か警察がおって、ど

うも何か車がとまって、恐らくですよ、見た感じ、何かあれ落ちてきて当たったんじゃないかな

という、そういったちょっと情報って入ってないですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課の飯田でございます。 

 済みません、その情報については、私のほうは耳にしておりません。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 どこかほかの役所の中で、何も聞いてないですか、ああそうですか。 

 ずっとちょっと、もうすぐ３カ月ぐらいたつんですけど、結局、燃えたあとそのまま家がです

ね、焦げたまま、焼け焦げたのがそのまま残っているような状態で、道路のほうにもちょっと倒

れかかっているような状態で、誰が見ても大変危険な状況がずっと続いているんですね。本当に

大変お気の毒なことなんですけど、あれは今後どうなっていくんですかね。壊すとかいうことに

なっていくと思うんですけど、そういった話というのは市のほう、こちらなのか防災なのかわか

りませんけど、そういった話というのは、何か窓口としてやられているんですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 建設で対応しているようなことがあればお答えいただければ、対応してなければ。 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 前は道路のね、関係でちょっとカラーコーンを置いていますね。やっているんですかね、土木

課という清須市のカラーコーンを置いてあるんで、ちょっと質問させていただいたんです。 
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建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課の飯田でございます。 

 まず、カラーコーンの設置の経緯につきましては、やはり付近からの情報提供により、危険で

はないかということで注意喚起をということで、土木課というか清須市のカラーコーンを置かさ

せていただいております。道路につきましては、あそこの部分は県道になっておりまして、その

情報につきましては、愛知県さんのほうにも、こういうふうでということで情報のほうは流させ

ていただいているというのが現状でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 通る人、誰もが危険だということは感じるものですね、あそこ。一番は持ち主の責任でという

ことだとは思うんですけど、どんな状況があるか知りませんけど、そのままの状態でもうすぐ３

か月ですね、ほかってあるというのを、いつまでも、これほかっといてはいけないと思うんです

けど、そこら辺は役所としてはどんな対応というのがされるんでしょうか。 

 済みません、ちょっとこれ役所として、もしあれだったら副市長のほうから御答弁いただけれ

ば。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 葛谷副市長。 

副市長（葛谷 賢二君） 

 副市長の葛谷です。 

 状況的にはですね、そういう情報を聞いておってですね、基本的なスタンスは今、委員言われ

たように、個人さんで片づけていただく。処分していただくという方向だとは思うんですけれど

も、それに関して市のほうにですね、今のところどうしてほしいとかと、個人さんからですね、

申し出とかという話はないですね。今のところないので、うちのほうから、どうでしょうという

ところは、今のところその状況で、危険な状態だというところはわかって、本人さんたちも何と

かしたいというところなんですけれども、今のところ何か協力をしてどうするという話はですね、
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まだ今のところ上がってきてないというふうには思っております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 よくわかりました。今まだ当事者の方と市とが何か接点というか、ないということがわかった

んですけど、誰が見てもですね、本当に危険な状態で、今日、多分初めて事故が起こったんじゃ

ないかなと思いますので、何か今後ね、いろいろ情報があるのかわかりませんけど、やっぱり、

あれ大変問題だと思いますので、何らか、今はね、土木がたまたまそういう置いているというこ

ともありますけど、何らか寄り添ったようなことで、何か働きかけというか、どうなんだという

ようなことも、お声がけというかお願いしたいと思います。 

 また、ちょっと別の、これは１つ要望なんですけど、もう１つ、全然また話は違うんですけど、

今回ああいった火災があってですね、すごく大きな面積の部分がですね、これでなくなったわけ

ですよね、美濃街道沿いにあれだけの大きな、今はまだ空地じゃないんですけど、空地というの

はなかなか出てこないと思うんですけれども、何かですね、こういったことを利用するというの

もあれなんですけれども、そこの方の人助けも兼ねて、例えば役所が何か、あそこを買い上げる

とかしてですね、例えば防災の空地とかにも利用できると思いますし、南側には堤防に上がって

いく道があるんですよね、例えば美濃路から堤防のほうへ抜ける、南北を走る道というのは余り

ないので、そういったものを例えば接続するとかですね、ほかにもですね、いろいろまちづくり

の中でいろんな考え方があると思うんですけど、そういったものに、ああいったところをですね、

活用していくということも、１つまた役所のほうでも考えていただきたいなと、これは要望して

おきます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 よろしいですか。 

 浅野委員。 

浅野 富典委員 

 ７７ページ関係でちょっと質問させていただきます。 

 これは質問する件は、他の市町も同様ですが、本市の市道においても同じでございますが、は
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み出し等による交通事故ですね、事故なんかを防ぐために、道路枠線というのは大変重要だと私

は思っております。その重要な区画線でございますが、予算の関係、財政的な問題もあって、ど

このまちも同じなんですが、白いセンターラインが消えたりですね、それから外側線が消えたり、

公安委員会に行きますと、よそのことで申しわけないんですが、横断歩道が消えたり、とまれが

消えたり、はっきり言って私は何か道路走っていてもですね、何だこの状態はというふうに、い

つも思って走ってます。 

 そこでお伺いしますけれども、道路をですね、改良なんかされると、そのあとは当然きれいに

ラインなんか引かれますよね、とまれもそうですが、センターラインもきっちり引かれますが、

一般的というか通常はですね、どのようなときになったら、この中央のセンターラインとかです

ね、外側線なんかを引かれることになるわけですか。それをちょっとお聞きしたいんですが。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 道路パトロール及び市民の方からの通報等により現場等の確認を行い、現場状況、すなわち劣

化度を確認しまして、市の管理している白線等であれば市のほうで行い、また、とまれ等の規制

がかかっとる部分については、公安委員会のほうに要望するなどして、公安委員会と同時期にそ

の地区が行えるような協議等を行い、ラインの引き直し等を行っているのが現状でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 浅野委員。 

浅野 富典委員 

 はっきり言いまして、以前に比べますと交通安全、こういうような対策費はですね、財政的な

問題でどんどんどんどん削られましてね、どこの自治体でも同じだと思うんですが、こういう状

態になっている。皆さん道路を走ってみえる方ばかりですから、よくおわかりだと思いますけれ

ども、やっぱり線があるとないとじゃですね、走るのにも大分違うわけですよ。特に雨の降った

日なんかは大分違います。そういうことですから、財政的なこともありますけれども、１つ、で

きる限り、これはまずいなと思うところはですね、ラインの引き直しをですね、１つお願いした

いと思います。 
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 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 浅井委員。 

浅井 泰三委員 

 これ１つ要望というかお願いなんですけれども、今の道路に関してね、１つね、新庁舎へ堤防

道路から駐車場へ入るときにね、あそこに縁石がありますよね、あの縁石、両側とも非常にタイ

ヤ痕が目立つわけですね。私も２、３度ちょっと入り方がまずくて、あの縁石に乗り上げてね、

堤防から入るとき。また、下からあがってきて堤防道路へ左折するなり右折するときに、ショー

トカットといいますか、ちょっと回り方、要は、乗り上げるということね。それは入るときも出

るときも、それは両方ともね、非常にタイヤ痕が目立つと思うんですけれども、多分、職員の方

も慌てて、例えば堤防道路でどなたかを待っているとね、慌てて出たりしたときに、ショートカ

ットして縁石の上に乗り上げとると思うんですけれども、多分、議員の中にも下手くそな運転を

して、ばっと乗り上げとるのが何人かみえると思うんですけれども、あれ直すわけにはいかんの

ですかね、言っとる意味わからんですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岩田課長。 

財政課長（岩田 喜一君） 

 財政課長、岩田です。 

 先日の一般質問で、成田議員からも、確かそのような質問もあったかとございまして、そのと

きにですね、管財係と調査して、対応できるようでしたら対応したいということで、ただ、あそ

こは一旦広げたいきさつがあります。現状を見てですね、広げる必要があるということで、対応

可能であれば対応したいと思っておりまして、今ちょっと調査中でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 平子部長。 

総務部長（平子 幸夫君） 

 今ちょっと財政課長も申し上げましたけれども、当初つくった幅、もうちょっとこれの乗り入

れに関しては県のほうの許可が要るもんですから、それに基づいて最初つくりました。完成後に、

やっぱり狭いよという御指摘を受けましたんで、その後、県のほうに最大どこまで広げれるかと

いう許可の関係の協議をしまして、今が正直申し上げて最大値なんです、あれが。どこまで乗り
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入れるのに際してルールがありますもんで、県のほうの許可でもともとこれだけというやつを、

マックスここまで認めてくださいということをやった関係がありますので、一応、何らかの方法

はないかは、財政課のほうも検討すると思いますけれども、ただ、現実的には非常に厳しいとい

うことで、現状の幅がマックスとお考えいただいたほうがいいかと思います。ただ、出入りの関

係、要は、慌ててここを出られたりすると一番危ないもんですから、そういったところの啓発と

いいますか注意的なものですね、そういったものでもうちょっと対応のほうはできるのかなと思

いますので、その辺またそれはちょっと工夫させていただきたいと思います。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 浅井委員。 

浅井 泰三委員 

 今、途中で規制があるなら、それにね、見合ったことしかできないのかもしれんですけれども、

やっぱり例外を設けていただくいうのは、もうこれまでもね、非常にもうタイヤ痕が、もう皆さ

ん乗り上げている。僕も目撃だけでも何回もしている。 

 それと、もう１つね、僕は、これも県だとは思うんですけれども、歩道のところ雑草が伸びる。

そうすると今度は右折して入ってくる人が、車が上がってくるところが大変見にくい。また、上

がってくるときに左折をする人が、その雑草に気を取られて車が見にくい。こういうことも含め

てね、あそこの雑草のところをついでに県にね。コンクリートで固めてまうとかね、これは僕は

一般質問で五条川の堤防とか法界門橋のところも、ちょっとコンクリートで固めたらどうだいう

のも、それも県についでにね、相談するときに、一度はあそこの堤防もちょっとコンクリートで

固めるいうわけにはいかんのですかね、その辺。非常に出入りが見づらい。それと、もっと言う

とみっともない。表玄関にね、雑草がいつもね、僕は家の前もね、草とるようにはしとるんです

けれども、雑草が生えとるいうのは、もう見づらい。みっともない。ちょっと１回その辺いかが

ですか、多分ね、今まで個人でちょっと苦情を申し上げるとね、係でたまにとっとるところもあ

るみたいですけれども、それを定期的にどうですか、とるか、コンクリートで固めるか何か手は

打てんですか。いかがですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 平子部長。 

総務部長（平子 幸夫君） 

 総務部長、平子でございます。 
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 今の委員言われるように、例えば、変えないように何かコンクリートでずっとなりますと、ち

ょっとそれ建設部のほうと、あと、県のほうと協議させていただかなあかん部分があると思いま

すので、それでちょっとできるかどうかは協議させていただくということで、あと、特に庁舎側

の出入口近辺の雑草ですね、どうしてもすき間から生えてるところありますので、そういったと

ころは管理のほうをちょっと徹底して取るようにということで、また進めさせていただきたいと

思います。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 浅井委員。 

浅井 泰三委員 

 もう１つね、僕ね、ついでで申しわけないんだけど、これ前に庁舎の前の橋の門柱ではなくて、

橋灯というんかね、あれわざわざ消してあるとかいうてお聞きしたと思うんですけれども、橋の

両側に立っとるあかりね、あれずっと消えたままだけど、確かわざとつけてないとかいうて前、

聞いたことあるんですけど、これどうやったんですかね。あれいまだに消えたままだけど。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 一応、現場確認しまして、もし故障であれば対応のほうさせていただきたいと思います。よろ

しくお願いします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 浅井委員。 

浅井 泰三委員 

 あのね、何かね、前にね、わざと消してあるとか言って、どなたかにね、職員の方に聞いたん

だけど、いや、もうね、何か月もだわ、昨日や今日じゃない。もう３か月もゆうゆうなるくらい

ずっと消えたままね、僕もいつつくんだろうかなと、今この話の中でね、庁舎の周りいつも僕、

気になるんだけど、消えたまま。１回ちょっと確認してください。 

 それとね、もう１つね、あかりのことでいくとね、庁舎の南館の玄関、昔の正面玄関のちょう

ど信号の角の辺のね、四角い街灯が、四角いのが２基ずつ３本ほど自転車駐車場に向かって、児

童センターのほうに向かって３本ほど立っとるんですけれども、わかる言ってること。信号のポ
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ストの裏というか角いうか、あそこに１本立って、四角いのが２個ずつ立っとるんだけど、あれ

もね、意地くそ悪い言い方で悪いけど、ずっと消えたままだわ、１基。１回見といて。ことごと

くね、何かやっぱり皆さんお客さんの声を聞くとね、何か消えとるとか、やっぱり入りにくいと

か、今さっきの乗り上げるとか雑草が生い茂っとるとかね、それと、もっと言うと、今の駐車場

から出るときに、今の西口、豊町のほうへ出るとこね、あそこへ出るときに、庁舎の地下から真

っすぐ豊町のほうへ出るときに、あれ一方通行なんかな、僕らいつもね、気になってね、左へ大

回りするわけ、燃料室のほうへ。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 浅井委員、それは所管外の話です。 

浅井 泰三委員 

 いや、所管外じゃない土木だ。土木か都市計画か総務もおることだし、ついでの話だ。だから、

そういうのもね、ことごとくね、やっぱりね、きちっとしてもらわないかんと思う。あれ回らな

いかんのか真っすぐ行くのか、いまだにね、僕、質問を受けるんだわ。あれどうなの。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岩田課長。 

財政課長（岩田 喜一君） 

 財政課長、岩田です。 

 入ってきた車の案内の矢印としましては、一方通行で御案内はしとるんですけれども、ぎりぎ

りすれ違うような幅がありますので、あの矢印どおりに行かれない来庁者の方もお見えになると

いうことは事実だと思います。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 浅井委員。 

浅井 泰三委員 

 浅井ですがね、だったらね、もうちょっと見やすいように、一方通行なら一方通行とあそこへ

書かにゃいかんわ。やっぱりね、左に回るの面倒くさいから、真っすぐ直進する人が多いわけよ。

そうすると向こうから入ってくる人とね、トラブルになる。幸いにね、暴力沙汰までいかんけれ

ども、中には血気盛んなやつがおってね、多分ね、そのうちトラブル起こすと思うんだわ。トラ

ブル起こる前に、やっぱり何らの処置をとっといていただきたいなと思うんだよね。これはもう
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ぜひというしか、もう早いとこやっていただきたい。今の両方含めてね。 

 以上です。 

 もう１つね、ついでにね、県道ね、今の豊和の正門前、東門前を通って、名鉄の高架、あそこ

の街灯も切れたままだわ、あれは県だけどね。ちょっと１回、蛍光灯消えたままだでね、これも

何か月と、ちょっとこれも１回調べよって。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 今の浅井委員のちょっと前の質問に、ちょっと同じようなことなんですけど、道路の雑草です

ね、夏の時期が終わって、これからはまた減っていくのかもしれませんけど、本当に市内全域で

すね、道路のＬ字の側溝のところですか、のとこに、恐らく土がたまって、そこから雑草が生え

ているというのが、市内もう至るところに見られまして、ちょっと我々、毎週掃除しているんで、

すごく気になるんですわ、それが。特にひどいのは、やっぱり県道とか大きな道路、幹線道路は

ひどい。そこじゃ掃除する人はいないんですよね、一般の住宅地なんかですと家の人が掃除する

からきれいだと思うんですけど、人目が人目というか、人の手がかけられない場所が特にひどい

と思うんです。ちょっとそういったところを、何か以前はそういう県の車とか何か、清洲町は、

何か車持っていたとかいう話も聞いたんですけど、そういったもんで掃除をしていたということ

を聞いたんですけど、今はなかなか予算の関係でやれないということもお聞きしてますけれども、

合併以来、余りそういったことを手をつけてないんであれば、一度掃除していただきたいなと思

うんですけど、例えば来年がまた東海豪雨２０年ということで、また、側溝清掃とかもやると思

いますので、そういったものに合わせてでもやっていただくといいと思うんですが、いかがでし

ょうか。御見解を。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 まず、道路上の草等につきましては、現地を確認しまして、交通安全上、好ましくないとかと

いう場合におきましては、市道におきましては、うちのほうの作業員さん等でピンポイントで刈

ったりしております。また、県道につきましては、その旨を愛知県のほうに要望して、対応のほ
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うをお願いしているのが現状でございます。また、道路の清掃等につきましては、やはり、そう

いった雨水とかの流れる阻害にもなる場合がございますので、そういったところにつきましては、

先ほど申したとおり、現場作業員さん等で、掃除をしていただく等の作業を行っているというの

が現状でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 現状やっていただいているとは思うんですけど、恐らくそれでも気づかないのかね、手が足り

ないのかわかりませんけど、やれてないんですね、実際は。やれてないところがありますので、

何らかの方法、市だけでは無理だったら、市民も巻き込んでという方法もあるのかもしれません

けど、いろいろ考えていただきたいと思います。 

 それとですね、関連してですね、特にですね、ひどいのが、学校の周りとか結構ひどいんです

よ。小学校、中学校の周りって。そういったところは、何で学校が気づかないのかなと思うぐら

いひどいところもあるので、そういったところは、例えば学校でやっていただくとか、例えば、

僕らもやりますけど、あと工場ですね、工場の周りとかも企業の周りだとか、気があるところは

やっていると思うんですけど、やってないところもある。そういったところの呼びかけとかいう

のも、必要なんじゃないかなと思いますので、そういったこともあわせて御検討いただいて、き

れいな清須市になるように願っております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 それでは、ここで１１時まで休憩とります。 

（ 時に午前１０時４８分 休憩 ） 

（ 時に午前１１時００分 再開 ） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 それでは、休憩前に引き続き、７６、７７ページの続きを、質疑を受けます。 

 浅野委員。 

浅野 富典委員 

 １点だけお願いいたします。 
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 ７７ページの中段になりますけれども、市道の西田中蓮池線等の整備費について、ちょっとお

伺いいたします。 

 例の計画の市道の西田中蓮池線でございますが、歩道設置工事、これはですね、令和２年度末

で城北線の下までと、こういうふうに一般質問なんかでお聞きしておりますが、何か見ています

と、本年度、まだ一向にカルチバ新川の北というんですか、行われておりませんけれども、何か

変更があったんでしょうか。 

 それとですね、城北線の下から先のほうの、その後の計画というのは何かありますでしょうか。 

 以上、よろしくお願いします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 まず、１点目ですけど、カルチバの横の部分ですけど、施工業者さんとの契約は終わっており、

今現在、施工業者のほうで現地調査等、測量等を行ったということはお聞きしております。また、

今ちょっと用水がある時期ですので、渇水期になってからの施工を考えております。 

 ２点目につきましては、今現在、歩道設置の計画が、令和２年度末で切れるということで、今

後、ちょっと令和３年度からの歩道設置計画については、今、内部で検討しているところでござ

います。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 浅野委員。 

浅野 富典委員 

 わかりました。よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 小﨑委員。 

小﨑 進一委員 

 小﨑です。 

 橋梁改良費のところで、船杁橋整備等、白弓橋整備費について、船杁橋の進捗状況と白弓橋に
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関しましては、３０年度は設計ということで、令和元年の今後の進捗について、どういうふうか

お聞かせお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 まず、船杁橋整備につきましては、今年度末を目標に、整備のほうを進めていただいていると

いうのが現状でございます。また、白弓橋につきましては、今年度につきましては橋梁の下部工、

そして来年度、上部工ということで予定をしております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 小﨑委員。 

小﨑 進一委員 

 ありがとうございます。 

 あと、その下のところの、五条川ふるさとの川管理費について、こちらのほうの、国からふる

さとの川モデルの指定を受けているということで、この指定を受けているというのは、五条川全

体のことでしょうか。それとも、ある程度エリアが決まっているものなんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 今回の五条川ふるさとのモデル事業の指定につきましては、合併前の事業指定でございまして、

旧清洲町の部分が指定になっていたと思います。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 小﨑委員。 

小﨑 進一委員 

 ありがとうございます。 

 今後もこういったものを、五条川という書き方がしてあって、今、清須市になっておりますの
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で、もう少し将来的には、こういうモデル事業を広げていく御予定とか、そういったものという

のはありますでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 まず、モデル事業というのが、現在、国のほうの確かメニューのほうでは、もうなかったよう

な気がしまして、今後、愛知県さんとも相談しまして、モデル事業で護岸とかやっていただいて

おりますので、それに基づいたというか似たような形で、今後、五条川の洪水時期とかの整備等

を要望してまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 小﨑委員。 

小﨑 進一委員 

 ありがとうございます。 

 どうしても我々の春日地区も、ところによって状況が違うと、どうしてかなという質問がよく

いただくもんですから、いろいろ予算はあると思いますけれども、いろんな方面からできるよう

な努力だけはお願いしたいと思います。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 大塚です。 

 ７７ページの雨水貯留施設費についてお伺いします。 

 主要成果のほうが、２２７ページになります。 

 需用費ということで、貯留地ポンプ６か所の電気代ということで、１１１万８千３３８円とい

うふうに挙げられてますけれども、この貯留地ポンプ６か所の場所等を説明していただきたいと

思います。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 
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土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 ６か所につきましては、まず、一場地内の大嶋公園横の調整池についておるのが１か所目、続

きまして、土田調整池、清洲城広場、そしてＪＲの枇杷島駅の東口、あとは２２号、名高速の下

についているもの、あと夢の森の６か所でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 ありがとうございます。 

 今ですね、土田地区の調整池ということでお答えがあったんですけれども、これ区画整理事業

をされて調整池ということで、かなり大きい調整池があるんですけれども、見てますと、底面で

すか、そういうところに土とかが停滞してしまって、さっきの道路の草の話ではないんですけど、

結構、草も繁茂してしまって、多分この状態だと、正規の貯留量というのをキープできないのじ

ゃないかなというふうには考えるんですけど、こういったものに対して、何か今、対策だとかそ

ういったことというのは、何か考えてみえるかどうか御質問します。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 確かに今、土田の調整池を現地確認しますと、草等がかなり生い茂っていまして、また、土砂

の堆積も見受けられます。したがいまして、本来の貯留量を確保し切れてないというのが今の現

状でございまして、今後、そういった改善に向けて努めていきたいとは考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 その土をですね、取っていただく形なのか、いろんな改善の仕方があると思いますんで、いろ

んなことを、お金がかかってくることだとは思いますけれども、早急に検討していただきたいと
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いうふうに、これは要望させていただきます。 

 もう１点なんですけれども、この中で委託料というものがございまして、保守点検業務等とい

うことになってはいるんですけど、こちらって樋門の管理だとかというのも、こちらに入ってく

るということでよろしかったですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 こちらの保守点検につきましては、貯留地ポンプに伴う樋門であれば、こちらのほうではやっ

ているとは思うんですけど、一般的には農業費のほうで、委託で対応させていただいているとい

うのが現状でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 それでは、ちょっと１点だけお伺いしたいんですけれども、樋門というか用排水路の中でです

ね、ちょっと昨今、豪雨等でですね、ちょっと安全だとか、そういう対策をしていかなくちゃい

けない用排水路というのも結構あるかとは思うんですけれども、これに対して何かそういった安

全を担っていくための、何か対策等とかというの何かございますか。例えば自動で開け閉めでき

るだとか、例えば、そういうことでもいいんですけど、そういったもし対策だとか、何かお考え

があればお聞かせください。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 毎年、点検のほうは行っておりまして、そういった点検結果に基づき、故障等のそういった指

摘につきましては、翌年、改善できるものはしているというのが現状でございまして、また、あ

と、工事等で現状が変わる場合におきましては、水門から例えば地下のほうで賄えるような、転

倒ゲートとかというような対応をさせていただいているのが現状でございまして、少しずつでも
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樋門管理人さんに、負担のかからないような方法をとらさせていただきたいとは考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 今、転倒ゲートということで、お言葉出ましたけど、これは、済みません、ちょっと知識がな

いんで教えていただけますでしょうか。どういった感じのものかと。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 通常ですと、ゲートにつきましては、ゲートをあげるときに、どうしても地上から上のほうに

ゲートがあがりまして、今現在、先ほど浅野委員の御指摘の蓮池線につきましては、水路の上部

を利用して歩道にしていると、そういった場合に、今までのゲートは不要かと言われますと、地

元のほうと協議しますと、ここにはゲートはどうしても必要だと、となりますと地下のというか、

地下のほうでの何かそういった方法はないかということで、転倒ゲートというのが一番有効では

ないかと、その転倒ゲートというのは、水位が上がりますと水位の水圧に対して転倒するという

ことで、そういった防災というか、水防時にも水位が上がったときには倒れるということで、水

害の軽減が図れるゲートとなっております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 ありがとうございます。 

 ぜひ点検箇所だとか、今いろんな工事ということをお伺いしましたので、こういったね、いい

ものがあるということで、少しずつでも、危険箇所というのがどうしてもあるかとは思いますの

で、こういった転倒ゲートの設置だとか工事の改良に対して、こういうものをつけていくという

ような形の検討というものをしていただければと思いますので、よろしくお願いします。 

 以上です。 



－37－ 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 岸本でございます。 

 少しお尋ねいたします。 

 ２目の道路維持費のところでございます。 

 備考欄に、道路維持費で２億３千３００万円計上してございます。ここで何点かお尋ねしたい

わけですが、当初予算は２億８千６００万円で、約５千３００万円の減額でございますが、主要

施策２１８ページを見ますと、道路工事の請負費、これが大方かなと思うんですが、確認ですが

いかがでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 補正の５千５００万円についてでございますでしょうか。こちらにつきましては、道路側の点

検を行いますと、交付金等の対象となりまして国のほうに要望しましたが、交付金が不交付とな

りましたので、その分の費用を補正で減させていただいたというのが現状でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 国の交付金が約５千５００万円減額になったよということでございますが、ということは、主

要施策で２１９ページでございますが、ここの工事請負費ですね、ここのところが当初が２億３

００万円挙がっているんですね、決算で１億５千７００万円、約４千万円ですが、今の国の減額

と兼ね合いがあるんですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 
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 こちらにつきましては、交付金の減額に伴いまして、事業量を調整させていただいた結果、昨

年度の工事請負費の額となりました。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 岸本です。 

 約４分の１の減額で大きいなと思うんですが、こういったことは多々あることなんですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 先ほど、入のほうでも御説明させていただいたとおり、やはり交付金というのは、要望額１０

０％ついていただければ、こちらのほうも予定の事業量を施工できますけど、国の情勢等がござ

いまして、どうしても要望額に満たないのが多々ございます。そういった場合には、事業量を調

整する場合もございますし、財政的にそういった財源の変更をお願いする場合もございまして、

事業の内容によって対応のほうは変わってきます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 わかりました。 

 それでですね、ちょっとお聞きしたいのは、この事業内容の１番で、ここは修繕計画を策定す

るよというところで、あと、４番、道路維持補修費のここの修繕工事ですが、この１番に基づい

て４番をするものなのか。いやいや、４番はそれ以外にもまだまだあるよという、この１番と４

番の関連をお尋ねいたします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 
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 土木課長の飯田でございます。 

 まず、１番は、あくまで点検ということで委託料、あくまで現地を調査し修繕計画をつくると

いうことで、まずはそちらのほうは、修繕計画の策定ということでございます。 

 ４番につきましては、その修繕計画を策定しまして、それに基づいて優先順位が決まっており

ますので、施工場所のほうを決定しまして、施工しているというのが現状でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 わかりました。 

 それで、策定はしたけれども、工事が毎年というかちゃんと追いついているのか。策定はした

けれどもなかなか修繕工事が、先の予算の関係とか国が切られるとか、そういったことで、その

辺はどうなんですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 先ほどの交付金の減に伴いまして、どうしても事業量というのを調整せざるを得ないのが現状

でございまして、事業費に合った事業量を行っており、やはり計画より遅れているというのは現

状でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 現状では、この計画を策定して、まだまだ工事がいっぱい残っているよという現状なのか。い

や、例えば、それが８割方だとか、どうなんですか具体的には。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 
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 土木課長の飯田でございます。 

 確かに判定しまして、結構、数字的に悪い路線というのが多々ありまして、それをもう少しず

つでも施工しているというのが現状で、まだまだ土木課職員で頑張って、一路線でも解消できる

ように今、努めているのが現状でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 わかりました。 

 では、２番の災害時等の緊急の対応を行うため車両を配備した。３０年度でね。これはダンプ

トラックという災害用、工事用、どうしたものなんですか、現状これ使ってみえるんですかね。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 車両につきましては、２トンダンプトラック、駐車場に黄色の色であの車両が昨年度購入させ

ていただいた車両でございます。主に今、現場作業時に使用したり、また、台風が近づいてきた

ときには、そういった資材を積み込む等防災面、そして道路維持の両面で使用させていただいて

いるというのが現状でございます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 わかりました。 

 それで、よく私ども議員だったり、また、市民の方から直接ね、道路の補修だったり大きな穴

だったり、さまざま道路に関することであると思うんですが、現在、例えば市民の方から、一番

多い道路に関する要望ですとか、そういったことはどのようなことですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 
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土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 やはり年間通してですと、やっぱり道路の穴を埋めてくださいというのが非常に多いんですけ

ど、最近というか夏場については、やはり草の問題の通報が多いというのが現状でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 すぐできることとできないことと、さまざまあると思うんですが、１つ、ちょっと土木課さん

のほうの建設部の考え方をお聞きしたいのは、先ほど道路の穴とおっしゃってました。私は、前

回、一般質問でね、マイレポという、もう誰でもがスマホで撮ってすぐに市に送るという、危険

な穴ぼこだったりさまざまあるんですけど、土木課については、穴ぼこだったりひび割れだった

りあるわけですが、そうしたことは土木課としてはどんなお考えですかね、そうしたことの導入

といいますか、部長さんでも結構です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 永渕部長。 

建設部長（永渕 貴徳君） 

 前回のときに、御質問の中でマイレポということで、今のインターネットを使った写真等も送

って、位置等もはっきりするというようなことで、有効じゃないかというようなお話もありまし

たので、その辺については、市として全体としてまた考える中で、一緒に活用ができるのかどう

かということも、一緒にあわせて検討していきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 土木課として、何か負担になることはございますか、そのことで。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 永渕部長。 

建設部長（永渕 貴徳君） 
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 これから、まだちょっといろいろ検討していかないとか調査とかしないと、ちょっとわからな

いところもございますので、今ここでの何か問題というのは、今はちょっと考えておりません。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 この場ではね、土木課さんが、建設部としては明言はできないというところでしょうが、先ほ

ど課長がおっしゃったように、道路の穴とかっていう、市民の方から電話があったり、中にはみ

える方もあるかもしれませんが、そうした市民の方が、すぐにそういったスマホで撮って送れる

という負担もかけれない。こことは直接関係がないかもしれませんが、昨日も出ておりました、

市民協働ということ、次長のほうになるかと思いますが、総体的に考えて、そうしたやっぱり市

民の方から直接ね、道路にしても草にしてももらって、やっぱり市民の方が市にそうした関心を

もってもらう。きれいなまちになってほしいという、そこにつながると思うんですが、このこと

については再度、副市長いかがですかね。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 葛谷副市長。 

副市長（葛谷 賢二君） 

 葛谷です。 

 前回のときに、一般質問だったか何かでお答えをしとると思うんですけれども、ＳＮＳを使っ

た形で、その情報のやりとりをして指定をしていくというのは、いい手法だとは思うので、検討

していくというところで、お返事をさせていただいたと思っておるんですが、特に今ラインを使

ったアプリが有効的だというようなこともあるので、少し現場、物自体を調査してですね、どう

いうやりとりがあるのかで、課題等も多々あって、よその自治体なんか聞くとですね、あくまで

道路の維持修繕というところに限定するとかですね、そんなことを設けておるところも多々あっ

て、広げてしまうとですね、本当に生活環境分野の関係とかですね、ごみがここに落ちていると

かというようなことで、収拾がつかない情報量になってしまうというようなことも、危惧される

というところを聞きますので、そういったところも含めてですね、十分検討して、いい結果が出

せたらなというふうには思います。 

 以上でございます。 
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建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 道路に穴ぼこがあってね、けがされたり事故があってはいけませんので、そうした意味からも、

これはこちらのほうですか、また、よくよくお話していただいてと思います。よろしくお願いし

ます。 

 もう１点いいですか。 

 その下のところでございます。 

 街路灯費でございます。市のほうもＬＥＤ化を進めまして、さまざままちも明るくなったりし

たわけですが、ここのほうで、１点まずお聞きしたいのは、電気代がね、昨年より約３００万円

ふえているんですが、まず、このことでお尋ねいたします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 電気代の上昇分につきましては、電気代がコストが上がったというのが現状でございまして、

プラス、あと新設で本数も少しふえているという、その２つが要因だと考えられます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 わかりました。 

 それと、もう１点ですが、ＬＥＤ化されて本当に明るくて、さまざまいい評価もあるわけです

が、中には、これまでの街路灯と違って、部分的にしか映さないとか全体が映されてないという

ことで、私も何件かね、また向きを変えてとかお願いしたんですが、そういったことの要望とい

うか、申請というのはどれほどあったんですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 
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 土木課長の飯田でございます。 

 確かに以前の蛍光灯に比べて、ＬＥＤというのは、どちらかというと光が広がらないという御

意見というのは、やはり耳にしております。ただ、ちょっと件数的に、私ちょっと何件かという

のは把握してませんので、ちょっと件数についてはお答えできかねます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 私個人でも、最低５件はお願いはしたり、その都度、向きを変えたりしていただいているんで

すが、市でいくと本当かなりの数ではないかなと。今でもね、ちょっとＬＥＤに変えてという、

ちょっと苦情にも似た声もあったりして、いえいえと説明はするんですが、そうしたときに、い

いことではあるんですが、ちょっとその辺のお声を聞きたかったんですが、部長はお聞きじゃな

いですか、こうしたことの。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 永渕部長。 

建設部長（永渕 貴徳君） 

 ＬＥＤについては、本当に明るくなっただとか、ただ、ちょっと温かさがないだとかというこ

とをよく聞かれますけれども、全体的には明るくなってよかったという意見は聞きますけれども、

また、作物等への影響も少ないというような話もよくお聞きしますので、全体的にはその苦情と

いうことよりも、つけていただいてありがとうございますという話のほうが、多いかなというふ

うに感じております。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 わかりました。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 
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 一番下段の雨水貯留施設費のところでございます。 

 これが２２７ページに、主要施策でございます。 

 ここの事業内容、２つ目に、雨水貯留施設整備費ということで、新川中学校の詳細設計という

ことで２千１００万円挙がっております。せんだって、追加議案であがったことだと思いますが、

ちょっともう一度この２千１００万円のあらあらで結構ですが、この積算根拠といいますか、あ

らあらで結構です。ちょっと教えてください。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 積算根拠というか、こちらの２千１３８万４千円につきましては、新川中学校に設置する雨水

貯留施設の詳細設計を行った業務でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 確認ですけど、この最初の設計のときに、この間いろいろ質疑上がっておりました、地下のポ

ンプですとか配管ですとか花壇の問題とか、そういうことが、ここの中に全部網羅されていると

いうことですかね。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 あくまで詳細設計でございますので、工事を発注するための、そういった設計図書の作成を行

ったものでございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 ちょっと再度聞きますけど、このときに、そのポンプがあったことも配管もわからなかったよ
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ということでございましたが、ちょっと１点気になるのは、うちも見落としていたというのがあ

ったんですが、先方の業者さんもそうしたことは、花壇のことにしても設計図ございましたけど、

全然そうしたことは気づかなかったというのか、あえて地下に何かないですかとか、設計をする

ときにね、そうしたことも加味するとかお尋ねとか、素人でちょっとその辺がわからないんです

けど、そのあたりは設計をお願いするときは、そうしたやりとりは、そこまでお尋ねがないんで

すか。どういうことですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 通常ですと、まず最初の初回の打ち合わせのときに、できる限りのうちのほうの情報を、コン

サルタント会社に提供するということでですね、学校側のほうにも台帳等の確認を行いましたし、

また、名古屋市水道局のほうに、新川中学校の宅内配管図等があれば、提供していただきたいと

いうことでですね、そういった、わかる範囲の資料につきましては照会をかけ、得た情報につき

ましてはコンサルタント会社のほうに提供しました。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 いろいろされたとは思うんですが、やっぱり相手のね、事業者の方も本当に細心の注意を払わ

れて、万全の体制で、もちろんこちらがね、気がつかなかったことなんですけれども、ちょっと

その辺がまた不可解な部分なんですが、部長さん、その辺はどうなんですか。双方なんですけど。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 永渕部長。 

建設部長（永渕 貴徳君） 

 今御指摘のように、通常そういった現地調査等をして見つけて、その中で質問があれば質問を

していただくというようなことで、双方が気づき、そういう事業を進めていくわけなんですけれ

ども、今回、そういったことが双方が抜けておったということから、こういった事態になったと

いうふうに考えております。今後はこういったことがないように、今いろんな他団体のどういう
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ふうに、そういうことがないかというようなことなんかも研究しながら、こういうことが起きな

いように今、研究しとるところでございます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 済みません、同じ、雨水貯留のところなんですけど、これですね、大雨が降ったときに、ここ

に水が今入ったよとかいうとこの、大雨のときですね、確認というのはされているんですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 まず、現在、行っておるのが、まず、台風接近するという情報が出た場合には、もう事前にで

すね、貯留施設を点検しまして、もう少しでも空にするように、ポンプ排水で行っているのが現

状です。また、台風が過ぎたあとに、大雨等でかなり降ったなというような状況であれば、その

あとにまた点検をしまして、通常、空にするようにして、少しでもそういったゲリラ豪雨とかの

ときに、ためられるような状況をつくっているのが現状でございます。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 そういう確認というのは、どういった方法でされているんですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 主に、職員のパトロールにより確認作業を行っております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 
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高橋 哲生委員 

 ちょっと目視による確認ということだと思うんですけど、こういったものというのは、例えば

オンラインとかで、何か管理できるようなことというのは、どうなんですか、必要性はあると思

うんですけどいかがでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 確かにシステム的にはそういったポンプの運転状況とか、また、調整池の水位確認とかそうい

ったのが、オンラインとかインターネット上で確認できるシステムというのがあるのは現状でご

ざいます。今、土木課としましては、そういったシステムというのは実際、取り入れてないのが

現状であり、今後の課題とさせていただきたいと考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 ぜひ、また、少しでもですね、災害を減じられるようなためにですね、検討いただきたいと思

います。よろしくお願いします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 次、７８、７９ページに移ります。 

 浅野委員。 

浅野 富典委員 

 １点だけ、簡単に質問します。 

 宅開要綱に関する建築確認の取り扱いについて、ちょっとお伺いしますが、清須市には、宅地

開発指導要綱というのがありますが、そこでちょっとお伺いいたしますが、建築確認申請ですが、

私、最近、家を建てたことないもんですから、ちょっとようわからんけど、どこに出すことがで

きますか。市への窓口、県はわかるんですが、そのあとどこですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 
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都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川でございます。 

 建築確認申請につきましては、清須市のほうは、建築主事という資格をもっておりませんので、

窓口としては尾張建設事務所、もしくは民間の確認サービス、そういったところの事業所が、確

認のほうの受け付けをしておる現状でございます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 浅野委員。 

浅野 富典委員 

 そういう本市の窓口以外に出された場合ですね、職員ですから当然、清須市の宅開要綱は知っ

てみえてですね、その宅開要綱に基づいて、要は、環境保全だとか地元関係者の協議だとか、特

に清須は、発掘がたくさんそういうところがありますから、そういう指導はできるんですが、特

に民間のほうなんかになりますと、きちっと周知されてですね、業者に適切に宅地開発指導要綱

が運用できていると思われますか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川でございます。 

 そうですね、事前に相談に見える方がほとんどですので、例えば開発に該当するような面積で

ある場合は、必ず市のほうに、まず事前に相談に来ていただいております。その中で指導要綱に

該当するものですとか、あと、新川流域の雨水阻害対策、そういったものの届け出、あと、埋蔵

文化財の包蔵地かどうかということも、こちらのほうで全ていろんな資料がございますので、あ

る程度、事前の調査のほうで来ていただいているというふうに理解しております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 浅野委員。 

浅野 富典委員 

 そこら辺はですね、漏れのないように適切に行っていただきたいと、このように思います。 

 以上です。 
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建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 大塚です。 

 ７９ページの民間ブロック塀等撤去費についてお伺いいたします。 

 主要成果は２３２ページなんですけれども、こちら補助件数が１２件ということで計上してあ

るんですけれども、この１２件のうちに、小・中学校の通学路等に該当する場所の件数って、わ

かっていたら教えていただきたいんですけれども。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川でございます。 

 昨年度の民間ブロック塀の補助した件数は１２件でございます。そのうち通学路に面している

部分というのが３件ございました。延長としましては約８０ｍ分が、その通学路にあったという

ふうに記憶されております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 今、３件ということでお伺いいたしましたけれども、通学路ということで、通学路の安全確認

だとかで教育だとは思うんですけど、こういった情報の連携というのは、教育とはどういった形

でされていらっしゃいますでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川でございます。 

 昨年度の大阪の地震を受けまして、国のほうから県を通じていろいろな指導をされております。

通学路の点検につきましてもそうですし、通学路については学校と調整をとりながら、点検のほ

うはしたというふうに聞いております。我々のほうも、県の建築課、尾張建設の建築課のほうと、
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危険なブロック塀があるかどうかというのは、昨年度、研究のほうをしております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 大塚委員。 

大塚 祥之委員 

 ありがとうございます。 

 この３件、当然、学校教育のほうも、把握しているというふうでよろしいですよね。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 明日、聞いてください。 

 ほかに、岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 岸本でございます。 

 ただいまの大塚議員と同じところでございますが、１２件ということで９７万７千円というこ

とでございました。不用額で約１００万円ぐらい挙がっているんですが、当初はもっと多くある

かなというふうに見込まれたのかなと思うんですが、この辺について、御所見がありましたらお

願いします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川でございます。 

 委員おっしゃるとおり、もう少しあるのかなというふうには思っておりました。ただ、地震の

発生が昨年の６月でして、この補助制度を施行したのが１０月１日からということで、その間の

間は、やられた方についても、ちょっと補助を出せないような形になっておりまして、実際に撤

去をされた方というのは聞いております。この補助を出してから、いろんな問い合わせもござい

ましたが、やはり狭い道でセットバックが必要になるような場所ですと、撤去は補助は出るんで

すが、その撤去した場所に同じようなブロック塀というか塀を立てる場合、建築基準法上、セッ

トバックという必要が出てきますので、さがらないといけないんじゃない、さがらずに同じ場所

に立てたいという方がもしみえれば、そこに対しては、ちょっと補助が出せないという説明をさ
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せていただいております。その辺で相談を受けても補助が出ない場合というのもございまして、

結果として、今回、その半額弱というふうになったのではないかというふうに考えております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 今おっしゃった狭い道路でね、撤去補助、同じ場所に立てれば出ないよと、セットバックとい

うことで、何件ぐらいそういうところがあったんですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 実際に申請を出されて、お聞きをしてお断りをしたというのは１件です。ただ、その前の事前

の相談でお断りしたということも、数件、把握はしております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 何らかのね、もう少し幅広い補助が出ればいいのかなと思うんですが、現況はどうですか。こ

の３１年度、令和元年。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川でございます。 

 本年度は、現在のところ６件の申請がございまして、補助額としては約６０万円弱という、今、

交付決定の状況でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 もっともっとＰＲと思うんですが、どのような形でＰＲというのはされていますか。 
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建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 主なＰＲは、やはりホームページと広報紙ということになりますが、広報紙におきましては４

月号、また、来月１０月にも、またＰＲのほうはさせていただこうというふうに思っております。

また、いろいろなこのブロック塀が危ないのではないかというようなお声が、こちらのほうに入

りましたら現地のほうを調査して、必要な措置のほうの御案内ですね、個人の財産になりますの

で強制的にはできないのですが、こういう制度を御活用くださいというような、ＰＲのほうはさ

せていただいております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 わかりました。 

 もう１ついいですか。 

 その下のところの清洲駅前土地区画整理、それと新清洲駅北土地区画整理、現況、進捗状況を

お聞かせください。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川でございます。 

 まず、清洲駅前土地区画整理のほうについて説明させていただきます。 

 清洲駅前のほうにつきましては、昨年度より工事のほうを開始しております。したがいまして、

まだまだちょっと始まったばかりですので、進捗率としましては、事業費ベースで約９％ぐらい

ということでございます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 前田課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 
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 新清洲駅周辺まちづくり課、前田です。よろしくお願いします。 

 新清洲駅北土地区画整理事業につきましては、こちらも昨年度から、３０年度から工事に着手

し始めたところで、今年度、令和元年度７月に、一部の道路整備と宅地の造成が終わりまして、

この９月１日から宅地の使用収益開始ということで、一部個人さんにお返しして宅地料の増進を

図っていただいておるところでございます。進捗率につきましては、事業費ベースで４６．４％

になっております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 それぞれ御説明ありがとうございます。 

 特に、それぞれ大きな難問といいますか課題というんですか、現状、何か小さなことでもいい

ですが、何かございましたら。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川です。 

 おおむね順調に進んでいるのではないかと考えております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 前田課長。 

新清洲駅周辺まちづくり課長（前田 敬春君） 

 一応です、地権者の方が見えるので、その辺の交渉等があるので、その辺がクリアにしてから

じゃないと整備ができないというところが、事業的には難航しそうなところはあるんですけど、

おおむね順調に事業は進んどる予定でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 次のページに移りたいと思います。 

 ８０ページ、８１ページで御質問のある方。 

 小﨑委員。 
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小﨑 進一委員 

 小﨑です。 

 １つお伺いしたいのは、街路費のところで、主要施策の２３５ページのところで、（２）の清

洲駅前広場整備ということで６０４万８千円と、こちらのほうの整備というのは、区画整理及び

稲沢市さんから受託事業として、市のほうで進めていくということなんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川でございます。 

 そのとおりでございまして、区画整理外の地区も含まれますので、あと一部、稲沢市の場所も

含めておりますので、本来であれば、組合の事業としてやるほうが効率がよかったんですが、稲

沢市の部分も含めて駅前広場をつくるということで、市外の部分は組合ではできないということ

がございまして、清須市で稲沢市と組合さんから負担金をいただいて、事業を実施するというも

のでございます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 小﨑委員。 

小﨑 進一委員 

 ということは、区画整理地内のところもあるんですが、実際には完全に切り離して、市のほう

として、最後まで完結していくということでいいんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川でございます。 

 はい。そのとおりでございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 小﨑委員。 

小﨑 進一委員 

 あと、それと、済みません、そこら辺では稲沢市さんともいろいろな協議とかは、順調に進ん
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でいるんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川です。 

 稲沢市とも、県道も含まれますので、尾張建設事務所、一宮建設事務所とも調整を図りながら

実施しております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 小﨑委員。 

小﨑 進一委員 

 ありがとうございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 ７目の公園費のところをお聞きしたいと思いますけど、都市公園６２か所、児童遊園等で４２

か所ですか、ありますけど、清須市には公園と呼ばれるものがありますけど、都市公園と児童遊

園等と分けてあるんですけど、それぞれですね、何か管理する方針とかはあるんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川でございます。 

 以前は児童遊園ちびっこ広場については、子育て支援課のほうで所管をしておりました。ちょ

っといつから都市計画になったかというと、平成２２年か３年ぐらいだったという記憶なんです

が、そこから都市公園と一緒に、都市計画課のほうで管理をするということになってからは、同

じ水準で維持管理のほうは進めております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 
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高橋 哲生委員 

 今、同じ水準で管理をしていくということを言われたんですけど、そうするとですね、都市公

園のほうは、長寿命化計画に基づいて公園施設の改築更新など、これをやっていくということを

書いてあるんですけど、こちらの児童遊園等についてはどうなんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市公園は、国庫補助を用いて改築更新のほうは実施しております。ただ、改築更新につきま

しても、遊具の取り替えがメーンになっております。遊具の保守点検というものは、都市公園も

ちびっこ広場も、同じように専門業者のほうで点検をしておりまして、やはり老朽化したもの修

繕が必要であるものにつきましては、補助を用いることができませんので、それは都市公園費も

児童遊園費のほうも、同じように修繕ということで実施しております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 整備も同じ水準でやっていくという認識でいいですか。遊具もきちっと新しいものを入れ替え

ていくということで、児童遊園のほうも。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 国庫を用いて改築更新をするものは、都市公園でしかできないんですが、ほかの遊具につきま

しては修繕ということになります。児童遊園につきましても、必要なものがあるので、修繕が必

要、取り替えが必要ということであれば、そのものについては予算をとって、これは単独費にな

りますが、実施のほうはしております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 
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 余り何か差があるということは、はっきり何か言えないような、今、答弁だったと思うんです

けど、だけど明らかに区分けしてあると思うんですね、これは。 

 それでですね、都市公園と児童遊園等の、それぞれ歴史的な位置づけの経緯等もあると思うん

ですけど、どういったものを都市公園だ、こういったものは、ちびっこ広場だ児童遊園だという、

何か区分けの基準というのはあるんですか、今の清須市に。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 今、新たにつくる場合は、区画整理ですとか、そういったところで生み出された土地を利用し

ては都市公園をつくっております。都市公園ですと、都市計画法もしくは都市公園法に位置づけ

られたものが都市公園というふうになります。それ以外、ちびっこ広場、児童遊園というのは、

それ以外ということで、児童遊園というのは、児童福祉法に基づいた屋外児童厚生施設というも

のになります。ただ、こちらにつきましては、合併後に新たにつくったというものはございませ

ん。ちびっこ広場につきましても、新たに整備はしておりません。いろんな設置基準というのを

設けておりまして、都市公園につきましては、確か半径１ｋｍ以内に公園とかして、そういった

ものがないこと。児童遊園につきましては、半径５００ｍ以内に同じようなものがないようなも

のというので、設置基準も設けておりまして、それに基づいておるんですが、合併後は、ちびっ

こ広場、児童遊園というのはつくっておりません。現在つくっておるのは、都市計画決定された

都市公園、もしくは区画整理で生み出された公園というものが主になっております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 今、１ｋｍだとか５００ｍだとか言われたんですけど、実際のところは、それに当てはまって

ないと思うんです。それぞれの合併前からの経緯等もあると思うんですけど、こういったものを、

例えば、ちびっこ広場だけど都市公園というか近隣公園ですか、２千５００平方メートル以上の

レベルがあるような公園もありますし、都市公園だけど、すごく小っちゃいようなとこもありま

すし、合併してしばらくたっている中でですね、一度整理というものをされたらどうかなと思う

んですけど、例えばですね、西市場のちびっこ広場というのは、ちびっこ広場というんだけど、
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すごく本当に都市公園、都市公園レベルという言い方も変なんですけど、面積も大きいですし、

なぜここがちびっこ広場なんだろうというようなところもありますので、一度そういったことを

整理していく必要があるんではないかなと思うんですが、いかがなんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川でございます。 

 整理するメリット、例えば新たに公園をつくるのであれば、都市公園のほうが補助金が使える

という認識はあります。ただ、今のちびっこ広場を、都市公園法なり都市計画法に基づいて変更

するには、それなりの理由が必要になるかと思います。その理由と、あと、そうしたことによる

メリットも、特に大きいというふうにはちょっと今は感じませんので、少し調べていきたいとは

思いますが、今のままで、現実、利用に制限があるわけではございませんので、特に前向きにそ

れを変えていくというのは、今のところ考えておりません。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 今は特に必要がないということだったんですけど、ぜひいろいろ研究していただきたいと思い

ます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 それでは、お昼の休憩に入りたいと思います。１時半から再開させていただきますので、よろ

しくお願いいたします。 

（ 時に午前１１時５５分 休憩 ） 

（ 時に午後 １時３０分 再開 ） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 午前中に引き続きまして、午後からも、８０、８１ページ、御質問のある方。 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 
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 岸本です。 

 ８０、８１ではないんですが、道路に関係したことで、１点だけ確認でお尋ねいたします。 

 ２９年度にアンダーパスのエアー遮断機の設置を、市内６か所ですね、設置されました。その

後、ずっと大雨で使われることはなかったのかなと思うんですが、その辺の状況と、あと、保守

点検、管理というのは、どのぐらいに１回、どのような形で行われているのか、ちょっとお尋ね

します。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 まず、エアー遮断機の点検業務につきましては、２９年度に完成しまして、今、決算をしてい

ただいている３０年度につきましては、瑕疵担保期間ということで、点検業務はしておりません

でした。また、完成時に強風等で扉が開くという、そういった問題点がございまして、そちらに

ついてメーカー等といろいろ協議を重ね、今年度、やっとその問題点について解消できたという

のが現状でございます。今年度につきましても、そういったことで、メーカーさんがエアー遮断

機をいろいろ見に来るということで、簡易点検程度のことしかやっておらず、来年度からフルス

ペックの点検を考えております。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 わかりました。 

 いざのときにね、やっぱり大丈夫かなという部分も、やっぱりそこが一番大事なところなので、

そういった定期的な保守点検、それはやっぱり大事かなと思うんですが。 

 それと、もう１点いいですか。この件でちょっと少し聞いたんですが、西枇中の前のところに

何か車がぶつかったとか、そういったことはありましたか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 
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 都市計画課長、長谷川です。 

 ちょっと私、２９年度のときに土木課の担当をやっておりまして、工事中ですね、まだ完了検

査が終わる前に、中学校側のほうのエアー遮断機のほうに車がぶつかったという事例がございま

した。それにつきましては、その車の保険のほうで直したというふうに聞いております。その後、

やはりちょっと道路の隅にあるんですが、ちょっと目立つような形でポールを立てて、わかりや

すい表示に今している現状でございます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 わかりました。 

 いろいろ保守点検さまざま、やっぱりメーカーのほうがされるんでしょうが、やっぱり注視し

てきちっと保守管理お願いします。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 浅井委員。 

浅井 泰三委員 

 浅井ですがね、ちょっとついでにお聞きするんだけど、今のそこのアンダーパス、市役所から

堤防の名鉄本線のアンダーパスがね、この間の台風のときにね、全く車がすいすいすいすい走っ

とったんだけど、あの掲示板が両方とも道路冠水中いうてね、点滅やってたんだけど、それはこ

こで１回聞いてみないかんなと思っとって、あれ誤作動なのか、それとも、ちょこっと水がたま

ったからその表示が出てたのか。その辺、定かじゃないんだけど、ただ、アンダーパスは全く水

がなかった。一度ちょっと確認しておいていただけんかな。それはもう済んでまったことだから

ね、非常にちょっとわかりにくい現象かと思うんですけど、そういうふうで両方とも道路冠水中

とかいう、あの大きな電光掲示板が作動していたことは間違いないですわ。ちょっと１回確認お

願いいたします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 
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 土木課長の飯田でございます。 

 そちらの箇所につきましては、愛知県が管理しておりますので、愛知県のほうに確認のほうを

させていただきます。よろしくお願いします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 よろしいですか。 

 ８２、８３ページ。 

 よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ８４、８５。 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 庄内川水防センターのところなんですけど、施設のこっちの青いやつを見ると、２５１ページ

かね、施設の管理業務で９４万３千３１３円ということなんですけど、これのちょっと詳細説明

をお願いします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川です。 

 この施設管理業務につきましては、土日、祝日の休日の会館の開閉及び会館の管理について、

ＮＰＯに委託をしているものでございます。平日自体は管理業務はやっておらないんですが、そ

のＮＰＯ法人が、みずとぴぁの市の部分で、何か国の管理している施設のほうに常駐しておりま

して、それが土日はそこの管理をしてないということで、土日、祝日だけを市のほうの委託とい

うことで、管理をしていただいている金額でございます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 主に土日、祝のということだと思うんですけど、ここの管理というのは何が必要なんですか、
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ここの管理に必要な業務は。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 主に開閉ですね、開館時間に開けて閉館時間に閉める。あとは、やはり土日ですとトイレの利

用も多いので、トイレットペーパーを補充したりだとかトイレの掃除をしたり、あと周辺も掃除

をしていただくというような、施設及び周辺の管理ということでございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 わかりました。 

 それでですね、ここ土日、休日ですね、特に日柄のよい日ですね、外の芝生広場のところです

ね、バーベキューがすごく人気で、年々ふえているような状況でして、これの管理というか、

我々も使うときはあるんですよ、使うと管理している方がですね、見えて、名前聞いたりしてチ

ェックしたりはしているんですけれども、もうそれからやっぱり漏れる、管理が漏れているよう

な部分もあって、そのあと結構汚れてたりだとか、あと、使い方ですね、使い方がマナーにもよ

ると思うんですけど、よろしくない方も見えたりして、大変使っていただけるのはありがたいん

ですけれども、ちょっとだんだんだんだん使う方が多くなってくると、無秩序な感じになってい

るような状況が見受けられますので、今後どんどんこれふえてきたら、ちょっと大変なことにな

るんじゃないかなということは危惧しておりまして、ここらの管理の仕方というのをぜひきちっ

と、例えばお金をとるという方法もあると思いますし、いろいろあると思うんですけど、今の管

理体制でいいのかとかも含めてですね、ちょっと考えていただきたいんですが、これについてお

考えをお聞かせください。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 長谷川課長。 

都市計画課長（長谷川 久高君） 

 都市計画課長、長谷川です。 

 委員おっしゃるとおり、大変、特に休日などは多くの利用者の方がお見えになっております。

基本的には、河川敷ということで、自由使用の範疇で使っていただきたいという考えのもと、現
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在は特に基準とかは設けておりません。ただ、先ほどのＮＰＯ法人の委託の中で、土日のそのバ

ーベキューとかそういう利用に関しては、お名前を聞いて管理、火の始末とか、ごみの始末をし

っかりしていただけるような指導というのは行っております。おおむね、それで利用者の方も、

協力的にやっていただいておるとは認識しております。ただ、やはり少しマナーの悪い方という

のも見えるのは事実で、たまに、やはりゴールデンウイークとかかなり利用者が多いときとか、

やはり、その基準を設けてないので、早い者勝ちになったりとかそういったこともあって、目に

見えないトラブルというのは、若干出てきておるとも聞いております。こちら、みずとぴぁの周

辺、庄内川の管理も含めて、今、清須市とあまと大治で、かわまちづくり協議会というのを立ち

上げて、組織して管理運営のほうも行っております。先日、７月にその協議会を行った中でも、

同じような意見がその委員の方からも出されております。維持管理自体もいろいろな美化ボラン

ティアの方、地元の方、あと、ＮＰＯの方、そういったところの協力を得て市民協働も行って、

草刈りとかそういうことをやっていただいておりますので、そういった方々の意見も踏まえて、

やはり、できれば自由使用で、皆さんがルールをもってやっていただくことが理想なんですが、

やはり、今後ちょっとトラブルとか、そういうことがあるようであればルールを設ける。また、

利用の制限もすることも踏まえて、料金をとるかどうかというのも踏まえまして、そういった管

理をしていただいている、かわまちづくり協議会の方々との協議の中で、決めていきたいという

ふうに考えております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 今ね、御紹介いただいたように、マンパワーとかがかなりあると思いますので、そこらもまた

活用していく中で、やっぱり人の手配だと思いますので、そういったことも、ぜひ前向きに御検

討お願いいたします。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 あと、よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 
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 それでは、これで質疑を終わります。 

 次に、認定第４号 平成３０年度清須市下水道事業特別会計決算認定について、歳入歳出続け

て説明をお願いします。 

 菅野課長。 

上下水道課長（菅野 淳君） 

 上下水道課長の菅野でございます。よろしくお願いします。 

 下水道事業特別会計について、説明させていただきます。 

 まず、はじめに、歳入について説明させていただきます。 

 決算書の１５６、１５７ページをお願いいたします。 

 １款分担金及び負担金、１項分担金、１目公共下水道事業分担金、予算現額２千円、収入済額

１３万３千８００円、１節現年度分であります。 

 ２項負担金、１目公共下水道事業受益者負担金、予算現額５千６８５万７千円、収入済額５千

６６１万３千２００円、不納欠損額４６万７千６００円、収入未済額４２８万５千１００円、１

節現年度分、２節滞納繰越分であります。 

 ２款使用料及び手数料、１項使用料、１目総務使用料、予算現額２千円、収入済額１万１千９

７５円、１節総務管理使用料であります。 

 ２目下水道使用料、予算現額１億３千３９０万円、収入済額１億３千５１４万８千５８６円、

不納欠損額４千７７７円、収入未済額２千８７８万９千１３９円、１節現年度分、２節滞納繰越

分であります。 

 ２項手数料、１目総務手数料、予算現額４９万７千円、収入済額６１万４千２００円、１節総

務管理手数料であります。 

 ３款国庫支出金、１項国庫補助金、１目下水道事業費国庫補助金、予算現額５億４千５９万円、

収入済額４億８千９万円、１節下水道事業費補助金は、社会資本整備総合交付金２億４千４５０

万円と、平成２９年度繰越事業の汚水及び雨水事業交付金分２億３千５５９万円であります。収

入未済額６千５０万円は、平成３０年度の雨水整備事業の繰り越しに伴うものであります。 

 ４款繰入金、１項他会計繰入金、１目一般会計繰入金、予算現額９億３千９３７万円、収入済

額９億３千９３７万円、１節職員給与費等繰入金から３節の下水道整備費繰入金であります。 

 ５款繰越金、１枚はねていただきまして、１項繰越金、１目繰越金、予算現額１億１千４２９

万３千５７８円、収入済額１億１千４２９万４千５２４円、平成２９年度の下水道事業特別会計
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の決算額の余剰金９千２０６万１千９４６円と、平成２９年度繰越事業費充当財源の２千２２３

万２千５７８円であります。 

 ６款諸収入、１項延滞金、加算金及び過料、１目延滞金、予算現額２千円、収入済額５２万９

千４００円であります。 

 ２項雑入、１目雑入、予算現額７千８４７万５千１４２円、収入済額６千５９３万３千７７８

円、消費税及び地方消費税還付金、春日地区土地区画整理事業負担金であります。 

 ７款市債、１項市債、１目下水道債、予算現額６億５７０万円、収入済額５億４千４８０万円、

収入未済額６千５０万円、１節公共下水道事業債、２節流域下水道事業債であります。 

 続きまして、歳出について説明させていただきます。 

 １枚はねていただきまして、１６０、１６１ページのほうをお願いいたします。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額１億１千６３７万５千円、支出済額

１億６８６万４千７８１円、不用額９５１万２１９円、２節給料から２３節償還金、利子及び割

引料までであります。 

 主なものは、下水道台帳の修正業務、料金徴収業務などの事務委託料でございます。 

 ２目維持管理費、予算現額２億４千４２３万４千円、支出済額が２億３７８万７千５７２円、

不用額４千４４万６千４２８円、１１節需用費から１９節負担金、補助及び交付金まででありま

す。 

 下水道汚水維持管理費は、西部浄化センター及び流域幹線管渠の維持管理費の負担金、下水道

使用料の徴収事務委託、マンホールポンプなどの電気料であります。 

 下水道の雨水維持管理費は、主に既設ポンプ場の維持管理に伴う費用でございまして、光熱水

費や機械設備などの保守点検並びに塵芥等の処理の委託及びポンプ場設備の修繕工事などでござ

います。 

 ２款下水道建設費、１項下水道建設費、１目下水道建設費、予算現額１５億７千５１１万８千

７２０円、支出済額が１３億８千８５０万９千１１０円、繰越明許費１億２千９００万円、不用

額５千７６０万９千６１０円、１１節需用費から、１枚はねていただきまして、２２節の補償、

補填及び賠償金であります。 

 済みません、また、１枚戻っていただきまして、下水道の右側、下水道汚水整備事業としまし

ては、汚水管渠の実施設計及び管渠敷設工事、敷設工事に伴う占用物件の移転補償費、流域下水

道建設負担金などでございます。 



－67－ 

 下水道雨水整備事業といたしましては、豊田川堀江ポンプ場の長寿命化、耐震化事業費、二ツ

杁２号幹線の工事費及び工事に伴う占用物件の移転補償費でございます。 

 繰越明許費の繰越事業は、平成３０年度の雨水整備事業等の繰り越しに伴うものでございます。 

 委託料の繰越明許費１億２千９００万円は、豊田川ポンプ場の建設委託費でございます。 

 １枚はねていただきまして、１６２、１６３ページをお願いいたします。 

 ３款公債費、１項公債費、１目元金、予算現額２億６千９１１万１千円、支出済額２億６千３

８０万５千６０８円、不用額５３０万５千３９２円、償還金元金でございます。 

 ２目利子、予算現額１億７千１７８万９千円、支出済額１億６千９４５万２千５９８円、不用

額２３３万６千４０２円、償還金利子でございます。 

 ４款諸支出金、１項繰出金、１目一般会計繰出金、予算現額９千２０６万１千円、支出済額が

９千２０６万１千円、一般会計への繰出金でございます。 

 ５款予備費、１項予備費、１目予備費、予算現額１００万円は支出しておりません。 

 以上で、説明を終わります。 

 御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ありがとうございました。 

 それでは、質疑に入ります。 

 歳入のほうで、質疑のある方の挙手を求めます。 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 歳入で、分担金及び負担金ですか、まず、公共下水道事業受益者負担金で、不納欠損額が４６

万７千６００円、収入未済額が４２８万５千１００円ということなんですけど、ちょっとこれの

詳しい説明をお願いします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 菅野課長。 

上下水道課長（菅野 淳君） 

 上下水道課、菅野です。よろしくお願いします。 

 まず、４６万７千６００円、これは滞納繰越分で当初、供用開始した平成２５年に賦課した分

で、８９件分になります。 
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建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 これらの方々が御理解を示されなかった理由というのは、どうなんですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 菅野課長。 

上下水道課長（菅野 淳君） 

 御理解を示さなかった方も見えればですね、中にはもう転出とかも、こちらから連絡がとれな

いと、そういう方もお見えになりまして。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 その割合というのはどんなふうですか。転出と理解が得られなかった。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 菅野課長。 

上下水道課長（菅野 淳君） 

 理解が得られないというのは、直接こちらがアポをとったりとかしたときに、そういって言わ

れる方なので、ちょっとどれくらいの割合かはわかりませんけれども、中にはそういう方も見え

るということでございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 これはどうなんですか、全体の数からいうと多いのか少ないのか、どうなんですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 菅野課長。 

上下水道課長（菅野 淳君） 

 多いというのは、理解が得られない方ということですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 
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高橋 哲生委員 

 不納欠損、そうかな、８９件という数字をどのように評価されますか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 菅野課長。 

上下水道課長（菅野 淳君） 

 一応、この不納欠損やる前にですね、連絡とれる方とか、こちらからアポがとれる方には、こ

ちらから連絡をとりましてですね、お支払いくださいという直接的に交渉したりとかですね、払

っていただける方もいまして、少しでも払っていただける方は、分納じゃないんですけれども少

しずつ払っていただくという約束もとれた人も見えて、中にはそういう方も見えました。それで

どうしても連絡がとれないという方が、この今の８９件分ということであります。去年、平成２

５年で時効を迎える分が、いろいろアポをとったりして納付をお願いしたんですけれども、中に

は、こちらから預金口座の調査をしまして、差し押さえを行ったというのもございます。差し押

さえの金額が１１５万３千６００円、差し押さえております。あと、どうしてもというのが、今、

４６万７千６００円ということでございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 高橋委員。 

高橋 哲生委員 

 いろいろと努力されていると思いますけど、不公平はいけませんので、また、引き続きよろし

くお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ほかに、よろしいですか。 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 岸本でございます。 

 その下の使用料及び手数料のところでございます。 

 下水道使用料のところで、ここも不納欠損、収入未済額ということでございますが、この収入

未済額が前年度に比べて随分多いんですが、どういったことによることなんでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 菅野課長。 
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上下水道課長（菅野 淳君） 

 上下水道課、菅野です。よろしくお願いします。 

 多いのはですね、今回、企業会計化に変わるということで、３月いっぱいで打ち切り決算をし

ておりますので、その分が残ったと。その分は、今の収入未済額分は、新しい会計のほうに引き

継いだということで、そちらのほうで収入という形になります。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 ちょっと、そこは私よくわからないんですが、要は、その未済額というのは、もう１回詳しく

説明してください。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 菅野課長。 

上下水道課長（菅野 淳君） 

 上下水道課、菅野です。 

 この金額が多いのはですね、２月、３月分の下水道使用料金を徴収するものでございまして、

大体２月、３月分というと、４月以降に請求がくるという形になりますもんで、その分が打ち切

り決算によって残っていると。その分は４月以降の収入に関しましては、新しい企業会計のほう

で徴収するということで引き継いでおります。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 企業会計のほうに移行するために、これだけ残ったよということでございますが、例年度とそ

んなに変わらないということですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 菅野課長。 

上下水道課長（菅野 淳君） 

 通常ですと、出納整理期間に入ってくる金額だと思いますので、その分がここに乗っかってい

るということになります。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 
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 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 では確認ですが、２９年度が約７２万５千円とか現年度分が５０万円、それから滞納分が２０

万８千円とかあるんですが、さっきの移行しなかった場合の、３０年度分としての見方としては

ほぼ一緒ですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 菅野課長。 

上下水道課長（菅野 淳君） 

 多分、一緒ぐらいになると思います。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 多分とおっしゃいましたが、また、ちょっと調べておいてもらえますか。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 それでは、歳出のほうに移ります。 

 よろしいですか。 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 岸本でございます。 

 ページが１６１になるんでしょうかね、参考資料の３４６ページ、３４７ページで３４８ペー

ジ、このあたりでちょっとお聞きしたいんですけれども、まず、３４６ページの３の下水道汚水

整備費というところでございますが、現在の３０年度末の進捗状況ということで、平成１８年度

から令和２年度まで全体計画、計画面積、それから進捗状況、整備率と、整備率５８％となって

いるんですが、当初では５９％になっていたような気もするんですが、この辺の現在の進捗、こ

れで順調なのか、いやいやちょっと遅れているよという、どういう御所見でしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 菅野課長。 

上下水道課長（菅野 淳君） 
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 上下水道課、菅野です。 

 企業会計課に今回変わることに関してですね、事業量、繰り越しをなるべくしないと、いつも

大体、下水道事業って繰り越しが多いんですけれども、なるべくちょっと汚水整備をちょっと繰

り越ししないように、事業規模をちょっと落としたもんですから、この分がちょっと引っぱって

いるのかなというふうには思っております。また、今回、事業会計に移って、また、整備料をま

た上げますので、その辺は、また挽回できるのかなというふうには思っております。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 わかりました。 

 それとですね、３４７ページでございます。 

 ここ堀江ポンプ場、それから豊田川ございまして、その次のページに、いろいろ遅れた理由で

すとか書いてございますが、ちょっと１つずつ説明をお願いします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 菅野課長。 

上下水道課長（菅野 淳君） 

 ポンプ場の繰越明許のことでよろしいでしょうか。 

 豊田川のポンプ場ですが、やはり工事する箇所がですね、豊和工業さんの工場の敷地も一部借

りなきゃいけないとか、そういった御協力を得なきゃいけないし、近隣の家屋に関してもいろい

ろ調整をとらなきゃいけないと。工事にいきなり入るわけにはいきませんもんで、そういった調

整をやる中で、ちょっと時期的にずれ込んでいったということが、主な原因になっております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 地元との調整に不測の日数を要し、予定していた設備工事の着手時期が遅れたというのは、今

おっしゃったことでございますか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 菅野課長。 
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上下水道課長（菅野 淳君） 

 はい。そうです。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 これを遅れて、また、次年度にということですが、今後は、そこはもうスムーズに今現在はな

っているんですかね。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 菅野課長。 

上下水道課長（菅野 淳君） 

 上下水道課、菅野です。 

 全く手をつけなかったわけではございませんで、繰り越して、引き続き次年度に事業を続けて

いくといった案件でございます。また、３１年度は３１年度で、また、新たに下水道事業なんで

すけれども発注をしております。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 わかりました。 

 それでは、堀江ポンプ場ですが、事業費として、当初５千７００万円でございましたが、これ

４千８００万円でございますが、これはどういったことなんですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 菅野課長。 

上下水道課長（菅野 淳君） 

 これも、先ほどから話が出ていると思うんですが、国の補助金によって、事業量を調整したと

いうことです。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 
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 わかりました。 

 それでは、もう１点、３４８ページの二ツ杁幹線整備、ここで工法の見直しによる調整に時間

を要したため、３０年度に予算を繰り越して実施した。これは具体的にどういうことですかね。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 菅野課長。 

上下水道課長（菅野 淳君） 

 上下水道課、菅野です。 

 これちょっと県道を横断するという箇所、ちょうど工事箇所でありまして、県道の中にはいろ

んなものが入っております。電線とか電話線とかも入っておりまして、それをどかすには非常に

大きな費用がかかるということでございまして、ちょっとそのやり方を推進工法ということで、

ちょっと検討しまして、その辺のところを検討するということで、ちょっと時間を要したという

ことでございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 これによりまして、どのくらい遅れというか出るんですかね、期間的には。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 菅野課長。 

上下水道課長（菅野 淳君） 

 上下水道課、菅野です。 

 期間的には、約半年ぐらい延びたと思っております。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 ここ二ツ杁幹線のところも、本当にいつもよく水がつかるところということで、早く早くと地

元のね、住民の方からも言われてますので、ここで見直しは仕方がないんですけれども、やっぱ

り少しでも早目にというふうで、要望させていただきたいと思います。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 あと、よろしいですか。 
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 それでは、これで質疑を終わります。 

 認定第４号 平成３０年度清須市下水道事業特別会計決算認定について採決をいたします。 

 原案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ありがとうございました。 

 全員賛成であります。 

 よって、認定第４号 平成３０年度清須市下水道事業特別会計決算認定については、原案のと

おり承認されました。 

 次に、認定第６号 平成３０年度清須市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について、説

明をお願いいたします。 

 菅野課長。 

上下水道課長（菅野 淳君） 

 上下水道課長の菅野です。よろしくお願いいたします。 

 平成３０年度清須市水道事業特別会計剰余金の処分及び決算認定について御説明いたします。 

 清須市水道事業会計決算書の６ページをお願いいたします。 

 はじめに、収益的収入及び支出に関連します財務諸表について御説明いたします。 

 平成３０年度清須市水道事業損益計算書、期間は平成３０年４月１日から平成３１年３月３１

日までであります。 

 消費税抜きの金額になっております。 

 １、営業収益は、（１）の給水収益、（２）の受託工事収益、（３）その他営業収益合わせた、

２億１５８万２千６２８円であります。 

 主なものは、給水収益、いわゆる水道料金と受託工事収益などであります。 

 ２、営業費用は、（１）の原水及び上水費から、（７）のその他営業費用を合わせた１億８千

９７１万２千８２９円であります。 

 主なものは、県水の受水費、排水設備の維持管理に伴う保守点検費、動力費、修繕費及び職員

の人件費と、建物構築物、機械及び装置などの有形固定資産の減価償却費であります。 

 営業利益は、１、営業収益から、２、営業費用を差し引いた１千１８６万９千７９９円であり

ます。 
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 ３、営業外収益は、（１）の受取利息及び配当金から、（５）の他会計補助金を合わせた２千

５７万８千３９８円であります。 

 ４、営業外費用は、（１）の支払利息１千１４８万３千３５２円で、企業債の利息であります。 

 経常利益は、営業外収益２千５７万８千３９８円から、営業外費用１千１４８万３千３５２円

を引いた９０９万５千４６円を、営業利益の１千１８６万９千７９９円に足した２千９６万４千

８４５円であります。当年度純利益は２千９６万４千８４５円であります。当年度純利益に前年

度繰越利益剰余金６８５万７９８円を足して、当年度未処分利益剰余金として２千７８１万５千

６４３円でございます。 

 ７ページ、８ページをお願いいたします。 

 平成３０年度清須市水道事業剰余金計算書、期間は、平成３０年４月１日から平成３１年３月

３１日であります。 

 表の下段、資本金、当年度末残高といたしまして８億３千６９１万１千１１６円であります。 

 資本剰余金合計といたしまして３６１万２千７５６円、利益剰余金といたしまして、減災積立

金５６１万円、建設改良積立金７千５９９万４千２６７円、未処分利益剰余金２千７８１万５千

６４３円、利益剰余金合計といたしまして１億９４１万９千９１０円であります。資本合計とい

たしまして９億４千９９４万３千７８２円であります。 

 １枚はねていただきまして、９ページをお願いいたします。 

 次に、平成３０年度清須市水道事業剰余金処分計算書（案）について御説明いたします。 

 当年度未処分利益剰余金は、先ほどの損益計算書などで説明いたしましたとおり、２千７８１

万５千６４３円であります。 

 議会の議決による処分額の内訳といたしまして、建設改良積立金に２千万円を積み立てました。

処分後の未処分利益剰余金として、７８１万５千６４３円とさせていただきます。 

 次に、資本的収入及び支出に関連します財務諸表について御説明させていただきます。 

 １０ページをお願いいたします。 

 平成３０年度清須市水道事業貸借対照表、平成３１年３月３１日について御説明いたします。 

 資産の部につきましては、１、固定資産といたしまして、（１）有形固定資産の、イの土地か

ら、ヘの工具器具及び備品までの有形固定資産合計１４億２千５７８万４千４８６円と、（２）

無形固定資産の、イの電話加入権６万４千７５０円を合わせたものが、固定資産合計として１４

億２千５８４万９千２３６円であります。 
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 ２、流動資産としては、（１）現金預金、（２）未収金、（３）貯蔵品を合わせた１億７千１

７８万８千５３３円であり、資産合計といたしまして、固定資産合計と流動資産合計を合わせた

１５億９千７６３万７千７６９円であります。 

 次に、負債の部につきましては、３の固定負債の、（１）企業債２億２千５８５万２千７０１

円でございます。 

 １枚はねていただきまして、１１ページをお願いいたします。 

 ４、流動負債合計は、（１）企業債、（２）未払金、（３）前受金、（５）引当金を合わせた

６千４９５万９千５３１円であります。 

 ５、繰延収益合計は、（１）長期前受金と収益化累計額を合わせた３億５千６８８万１千７５

５円であります。 

 負債合計は、固定負債合計２億２千５８５万２千７０１円、流動負債合計６千４９５万９千５

３１円、繰延収益合計３億５千６８８万１千７５５円を合わせた６億４千７６９万３千９８７円

であります。 

 次に、資本の部につきましては、６、資本金は８億３千６９１万１千１１６円であります。 

 ７、剰余金、（１）資本剰余金としまして、ロ、受贈財産評価額３６１万２千７５６円であり

ます。（２）利益剰余金としまして、イ、減災積立金５６１万円と、ロ、その他積立金７千５９

９万４千２６７円と、ハ、当年度未処分利益剰余金合計２千７８１万５千６４３円を合わせて、

合計額１億９４１万９千９１０円であります。 

 剰余金合計は、資本剰余金合計３６１万２千７５６円と利益剰余金合計１億９４１万９千９１

０円を合わせた、１億１千３０３万２千６６６円となります。 

 資本合計は、６の資本金の８億３千６９１万１千１１６円と、７の剰余金合計１億１千３０３

万２千６６６円を合わせた、９億４千９９４万３千７８２円になります。負債資本合計は、負債

合計６億４千７６９万３千９８７円と資本の合計９億４千９９４万３千７８２円を合わせた、合

計１５億９千７６３万７千７６９円になります。 

 以上で、水道事業会計決算書の説明を終わります。 

 御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ありがとうございました。 

 それでは、質疑に入ります。 
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 質疑のある方の挙手を認めます。 

 よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 これで質疑を終了します。 

 認定第６号 平成３０年度清須市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定について採決をいた

します。 

 原案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ありがとうございました。 

 全員賛成であります。 

 よって、認定第６号 平成３０年度清須市水道事業会計剰余金の処分及び決算認定については、

原案のとおり承認されました。 

 次に、議案第５１号 清須市水道事業給水条例の一部を改正する条例案について説明をお願い

いたします。 

 菅野課長。 

上下水道課長（菅野 淳君） 

 上水道課長の菅野でございます。よろしくお願いします。 

 それでは、清須市議会定例会提出案件の５３ページをお願いいたします。 

 議案第５１号 

 清須市水道事業給水条例の一部を改正する条例案 

 上記の議案を提出する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田 純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、水道法の一部改正による指定給水装置工事事業者制度への指定の更新

制の導入に伴い、指定給水装置工事事業者更新手数料を定める必要があるからでございます。 

 それでは、５４ページをお願いいたします。 
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 提案理由にもありましたように、水道法の一部改正により、一般に水道の指定工事店といいま

すが、指定給水工事事業者の指定の有効期間が新たに定められまして、５年ごとの更新制が導入

されたことにより、条例中、第３３条に新たに更新手数料を追加するものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は、令和元年１０月１日から施行するとなっております。 

 以上で、説明を終わります。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ありがとうございました。 

 それでは、質疑に入ります。 

 質疑のある方の挙手を求めます。 

 よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 これで質疑を終わります。 

 議案第５１号 清須市水道事業給水条例の一部を改正する条例案について採決をいたします。 

 原案に賛成の方の挙手をお願いします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ありがとうございました。 

 全員賛成であります。 

 よって、議案第５１号 清須市水道事業給水条例の一部を改正する条例案については、原案の

とおり承認されました。 

 次に、議案第５２号 清須市下水道条例の一部を改正する条例案について説明をお願いいたし

ます。 

 菅野課長。 

上下水道課長（菅野 淳君） 

 上下水道課長の菅野でございます。よろしくお願いします。 

 それでは、清須市議会定例会提出案件の５５ページをお願いいたします。 

 議案第５２号 

 清須市下水道条例の一部を改正する条例案 
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 上記の議案を提出する。 

 令和元年９月２日提出 

 清須市長 永田 純夫 

 提案理由 

 この案を提出するのは、愛知県下水道協会が排水設備工事責任技術者の登録業務を統一して実

施することに伴い、規定を整理する必要があるからです。 

 それでは、５６ページをお願いいたします。 

 提案理由にもありましたように、排水設備工事責任技術者の登録業務は、これまで各市町でそ

れぞれ登録を行っておりましたが、愛知県の下水道協会が一括して登録業務を行うこととなりま

したので、条例の第６条と第２７条の責任技術者の登録に係る条文を整理するものでございます。 

 附則といたしまして、この条例は令和２年４月１日から施行するとなっております。 

 以上で、説明を終わります。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ありがとうございました。 

 それでは、質疑に入ります。 

 質疑のある方の挙手をお願いいたします。 

 よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 これで質疑を終わります。 

 議案第５２号 清須市下水道条例の一部を改正する条例案について採決をいたします。 

 原案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ありがとうございました。 

 全員賛成であります。 

 よって、議案第５２号 清須市下水道条例の一部を改正する条例案については、原案のとおり

承認されました。 

 次に、議案第５４号 令和元年度清須市一般会計補正予算案の所管分について説明をお願いい
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たします。 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田です。よろしくお願いします。 

 議案第５４号 令和元年度清須市一般会計補正予算（第４号）案の建設部所管分について説明

させていただきます。 

 令和元年度一般会計・特別会計補正予算書及び説明書の４ページをお開きください。 

 第２表、地方債補正、起債の目的、船杁橋整備事業債、補正前限度額６千８００万円、補正後

限度額９千１００万円、２千３００万円の増額でございます。 

 起債の目的、雨水貯留施設整備事業債、補正前限度額１億３千１００万円、補正後限度額１億

７千５００万円、４千４００万円の増額でございます。 

 続きまして、８ページ、９ページをお開きください。 

 歳入について説明させていただきます。 

 １４款国庫支出金、２項国庫補助金、５目土木費国庫補助金、補正額７千５６３万４千円の減

額のうち、１節道路橋梁費補助金、２節河川費補助金でございます。社会資本整備総合交付金

（道路事業）２千４６３万４千円の減額と、社会資本整備総合交付金（河川事業）５千１００万

円の減額でございます。 

 １枚はねていただきまして、１０ページ、１１ページをお開きください。 

 ２１款市債、１項市債、２目土木債、補正額６千７００万円の増額で、１節道路橋梁債、２節

河川債でございます。船杁橋整備事業債２千３００万円の増額、雨水貯留施設整備事業債４千４

００万円の増額でございます。 

 続きまして、歳出について説明をさせていただきます。 

 １２ページ、１３ページをお開きください。 

 ８款土木債、２項道路橋梁債、５目橋梁新設改良費、船杁橋整備費の財源組み替えによるもの

で、補正額の財源内訳、特定財源、国県支出金の２千４６３万４千円の減額、地方債２千３００

万円の増額、一般財源１６３万４千円の増額でございます。 

 ８款土木費、３項河川費、１目河川総務費、雨水貯留施設整備費の財源組み替えによるもので、

補正額の財源内訳、特定財源、国県支出金５千１００万円の減額、地方債４千４００万円増額、

一般財源７００万円増額でございます。 
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 以上で、説明を終わります。 

 御審議のほど、よろしくお願いします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ありがとうございました。 

 それでは、質疑に入ります。 

 質疑のある方の挙手をお願いします。 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 岸本でございます。 

 今、地方債の起債が両方ふえたわけですが、これ午前中から聞いています。そうした国の社会

資本整備総合交付金と、これが大分減額されたよということによる起債なのでしょうか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 そのとおりでございます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 金額が大きいわけですけれども、６千７００万円。一般財源だったりとか起債でするわけです

が、こういったのの考え方をもう一度ですけれども、こういうのはもう当初、多少は予測された

りとか、その辺はどうなんでしょう。いきなり国から言ってくるものなんですかね。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 一般的には、要望額の１００％つくというのは、やはり少ないように思えます。また、あと他

市町の要望額の額に応じて、どうしても国からきている愛知県への額が決まってますので、その
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中での市町の振り分けになりますので、余りがちっとした予測金額というのは、つかみづらいよ

うな状況でございます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 国の分もあくまでも予算ですので、多少のね、増なり減なりあるかと思うんですが、例えば他

の自治体でも、こうしたことはもうどこの自治体もあり得ることなんですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 飯田課長。 

土木課長（飯田 英晴君） 

 土木課長の飯田でございます。 

 確かに、ほかの市町でも同じような状況でございまして、事業量を調整したり、もしくは財源

組み替えを財政当局にお願いするなどの措置をとっていただき、事業を推進しているのが現状で

ございます。 

 以上です。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 済みません、ちょっと市長さんにお聞きしたいんですが、こうした国のね、交付事業なんです

けど、当初は見込んでつけるんですが、そのたびにちょっと減らされたら、起債とか一般財源か

らとかあるんですが、事業として当然とめることはできないでしょうし、小規模にすることもあ

るんでしょうが、市としてのその辺の取り組みといいますかね、事業に対する考え方というか御

所見がございましたら、ちょっとお伺いいたします。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

永田市長。 

市長（永田 純夫君） 

 どうしてもやらなきゃいかん事業ばかりでございますので、予算としては、当初は計上するわ

けでございますけれども、社会資本整備の交付金につきましては、ほぼほぼ満額ついてくること
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はもう最近は全然あれへんもんですから、かといって予算にあげないというわけにはいかないも

んですから、予算にあげないと申請ができんもんですから、これはこれだけではなくて、学校教

育の補助金でも、予算をきちんと議会で認めてもらったということが前提で、補助金が交付され

るもんですから、必ず当初予算には挙げないかんということになってきますんで、実態としては、

そのままの金額が入ってこんもんですから、それをどうするかということなんですけれども、今

回のこの２つの補正予算のように、これは船杁橋もそれから中学校の貯留施設も補助金が減った

から、ほんじゃ事業を半分にするかというわけには絶対いかんもんですから、ここはもう腹くく

って財源の手当てをすると。先に御質問がありました道路関係の改修のほうについては、足らん

分はどこからもってくるかといゃあ、貯金崩して持ってくる。一般財源からもってくるしかない

わけでございますけれども、その辺のところのさじ加減については、どうしても絶対この年度に

やらなかん事業と、少し延ばしてもいい事業というのは、やっぱり切り分けてですね、やってい

かなかんなということで、今回この２つの事業については、どうしても今年度にやり切らないか

んもんですから、こういった形で議会にお願いをするという判断をいたしました。 

 以上でございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 岸本副委員長。 

建設文教委員会副委員長（岸本 洋美君） 

 はい、わかりました。ありがとうございます。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 浅野委員。 

浅野 富典委員 

 １点だけ伺います。 

 今回の補正ですが、船杁橋整備それから雨水の貯留施設補正予算、この両事業ともですね、当

初予算の国庫補助金、これ見ると全額カットですよね。そのかわりに見事に地方債と一般財源、

対応してみえますが、私、考えますにはですね、地方債なんていうものはですね、申請自体が今

は変わったかもしれませんけれども、５月か何かに申請してですね、県が枠をまとめて、それで

国の昔、大蔵ですか出して決まるというような、そんなような手続があったと思うんですが、今

は知りませんよ。それが今の時期になって、この時期に、もう１０月に入ろうとなるこの時期に、

この２つの地方債がつくということは、現実問題ある得るんですか、そんなことは。ということ
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は、私は、まず、愛知県がもっている枠が余っていたのか、それとも変な言い方で言いますよ、

県と協議して、つくかつかんかわからんで国庫補助金が、変な言い方する、どう言ったらいいん

かな、とってきましょうやというぐらいのことをやっているのか、どういうことですか。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 平子部長。 

総務部長（平子 幸夫君） 

 総務部長、平子でございます。 

 委員言われるとおり、前は許可制で起債発行だったんですが、今は許可制じゃなくなりました

ので、基本ある程度、市町村のほうの裁量というところがあります。ただ、適正な起債のメニュ

ーというのはありますので、それに合致しないともちろんいかんですけど、あと充当率も決まっ

てますんで、そういったメニューに合致しないといかんですけど、今、発行自体は、うちのほう

の裁量が多くなっていますので、前のような許可という概念じゃないです。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 浅野委員。 

浅野 富典委員 

 それは、その市の財政規模によっても違うと思うんですが、今はそういう扱いですか。わかり

ました。済みません。 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 あと、よろしいですか。 

 これで質疑を終わります。 

 議案第５４号 令和元年度清須市一般会計補正予算（第４号）案所管分について採決をいたし

ます。 

 原案に賛成の方の挙手をお願いいたします。 

＜ 挙 手 全 員 ＞ 

建設文教委員会委員長（八木 勝之君） 

 ありがとうございました。 

 全員賛成です。 

 よって、議案第５４号 令和元年度清須市一般会計補正予算（第４号）案所管分については、

原案のとおり承認されました。 
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 以上で、建設文教委員会に付託されました建設部所管の議案については、審議は終了いたしま

した。 

 明日、午前９時３０分から、教育委員会所管について御審議いただきますので、よろしくお願

いをいたします。 

 これをもちまして、本日は散会といたします。 

 早朝より御苦労さまでございました。 

（ 時に午後 ２時３０分 散会 ） 
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